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お
祭
り
の
最
大
の
見
せ
場
で
あ

る
朝
鮮
通
信
使
行
列
は
、
６
日
午

後
３
時
過
ぎ
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
、
朝
鮮
国
か
ら
派
遣

さ
れ
た
外
交
使
節
団
を
再
現
し
た

こ
の
行
列
に
は
、
韓
国
側
か
ら
ペ

ギ
ン
セ
舞
踊
団
や
釜
山
情
報
女
子

高
校
宮
中
吹
打
隊
な
ど
か
ら
約
１

０
０
名
が
参
加
。
日
本
側
と
合
わ

せ
約
５
０
０
名
の
参
加
者
が
ス
タ

ー
ト
地
点
の
八
幡
宮
神
社
を
出
発

し
、
祭
会
場
ま
で
の
約
２
km
を
行

進
し
ま
し
た
。

　
再
現
さ
れ
た
韓
国
古
来
の
衣
装

を
身
に
ま
と
い
、
長
ラ
ッ
パ
や
シ

ン
バ
ル
な
ど
の
音
頭
に
合
わ
せ
て

市
内
を
練
り
歩
く
賑
や
か
な
行
列

に
、
沿
道
の
観
客
も
釘
付
け
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　
行
列
が
メ
イ
ン
会
場
に
到
着
す

る
と
国
書
交
換
式
が
再
現
さ
れ
、

正
使
役
の
鄭
義
和
氏
（
朝
鮮
通
信

使
縁
故
地
議
員
連
盟
代
表
）
と
宗

対
馬
守
役
の
松
村
市
長
が
「
こ
れ

か
ら
も
お
互
い
に
欺
か
ず
、
争
わ

ず
、
真
実
を
も
っ
て
交
わ
る
」
こ

と
を
明
記
し
た
国
書
を
交
換
。
両

国
の
友
好
を
誓
い
ま
し
た
。

国
書
交
換
式
に
出
席
し
た
日
韓
の
主
役�

　
左
か
ら
朝
鮮
国
副
使
役（
李
相
正
氏
＝
釜
山

広
域
市
東
区
議
会
議
長
）、宗
対
馬
守
役（
松
村

市
長
）、正
使
役（
鄭
義
和
氏
）、雨
森
芳
洲
役

（
樋
口
貫
氏
＝
対
馬
文
化
財
協
会
会
長
）�

21
世
紀
の
日
韓
こ
ど
も
通
信
使

　
　
50
名
が
対
馬
で
交
流

江戸時代の大イベントを再現
約500名の朝鮮通信使行列　

チ
ョ
ン
ウ
ィ
フ
ァ

■
朝
鮮
通
信
使
ひ
と
く
ち
メ
モ
�

　
江
戸
時
代
に
将
軍
の
代
替
わ

り
や
そ
の
他
の
慶
事
に
際
し
、

李
氏
朝
鮮
の
国
王
が
江
戸
幕
府

に
派
遣
し
た
使
節
。
豊
臣
秀
吉

の
朝
鮮
出
兵
の
後
、
徳
川
家
康

は
対
馬
の
宗
氏
を
通
じ
て
国
交

回
復
に
つ
と
め
、
１
６
０
５
年

の
日
韓
和
約
で
国
交
回
復
。
こ

の
結
果
１
６
０
７
年
（
慶
長
12

年
）
か
ら
１
８
１
１
年
（
文
化

８
年
）
ま
で
に
12
回
使
節
が
来

日
し
た
。
�

ン祭」が、今年も８月５、６日の２日間、厳原港特設会場で
観客は延べ３万１千人を記録しました。

下町の熱い２日間

　
日
韓
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し

た
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
21
世
紀

の
日
韓
こ
ど
も
通
信
使
２
０
０

６
」
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
50

名
が
、
８
月
５
日
か
ら
３
日
間
、

対
馬
市
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
朝
鮮
通
信

使
の
友
好
親
善
の
精
神
を
現
代
に

蘇
ら
せ
よ
う
と
奈
良
県
、
滋
賀
県

長
崎
県
な
ど
で
構
成
す
る
同
実
行

委
員
会
が
昨
年
に
引
き
続
い
て
実

施
し
た
も
の
で
す
。

　
両
国
の
子
ど
も
た
ち
は
、
宿
泊

先
の
西
山
寺
（
厳
原
町
国
分
）
で

行
わ
れ
た
対
面
式
を
済
ま
せ
た
後
、

朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る
勉
強
会
、

ゲ
ー
ム
大
会
な
ど
の
他
、
対
馬
歴

史
民
俗
資
料
館
や
万
松
院
の
見
学

―
朝
鮮
通
信
使
行
列
に
も
参
加
―行列に参加し行進するこども通信使�

対馬アリラン祭�

チ
ョ
ン
ウ
ィ
フ
ァ

イ
　
サ
ン
ジ
ョ
ン
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ま
つ
り
の
最
後
は
２
０
０
０
発
の
花
火�

が
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。８
／
６�

【
写
真
上
、
右
か
ら
左
に
】
通
信
使
行

列
で
も
先
頭
で
演
奏
を
披
露
し
た
陸
自

第
四
音
楽
隊
、
一
糸
乱
れ
ぬ
舞
い
を
披

露
し
た
ペ
ギ
ン
セ
舞
踊
団
、
澄
ん
だ
歌

声
で
観
衆
を
魅
了
し
た
チ
ェ
ウ
ニ
歌
謡

シ
ョ
ー
。
【
写
真
右
】
ち
び
っ
子
も
元

気
い
っ
ぱ
い
の
お
遊
戯
、
厳
原
南
保
育

園
児
た
ち
。�

厳原港まつり
対馬最大の夏祭「厳原港まつり　対馬アリラ
　　　　　　　　盛大に開催され、２日間の

異国情緒溢れる城

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
８

月
６
日
に
は
対
馬
ア
リ
ラ
ン
祭
で

の
朝
鮮
通
信
使
行
列
に
も
加
わ
り

ま
し
た
。

　
日
本
側
か
ら
参
加
し
た
岡
山
県

の
吉
川
中
学
校
３
年
生
（
吉
備
中
央

町
）の
森
澤
貴
恵
子
さ
ん
（
14
歳
）

は
、
「
近
所
に
キ
ム
チ
を
作
っ
て

い
る
会
社
が
あ
り
以
前
か
ら
韓
国

に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
参
加
し
ま

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
両
国

の
文
化
や
考
え
方
の
違
い
を
見
つ

け
て
、
将
来
の
仕
事
に
役
立
て
た

い
」
と
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
対
馬
で
の
交
流
を
終
え
た
両
国

の
こ
ど
も
通
信
使
は
、
そ
の
後
お

互
い
の
国
を
訪
問
し
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
な
ど
の
体
験
を
行
っ
た
あ
と
、

奈
良
で
再
会
を
果
た
し
ま
し
た
。対面式にて（写真手前の列が日本側参加者）�

舟グロー大会　8/6�
12チームが参加し、熱戦が繰り広げられました。�
優勝は海上自衛隊下対馬警備所�

舞台が設置された厳原港特設会場では、５、６日の夕方より演芸
の夕べが開始され、「歌謡ショー」や演芸、舞踊などさまざまな催
し物が披露されました。�

まつりのオープニングを飾った子ども神輿　8/5�
　　そろいのハッピを着て「わっしょい、わっしょい」のかけ声�
　が響きました。�

厳原港まつり

演芸の夕べ 　8/5・6演芸の夕べ　 8/5・6
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「
県
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
地
域
説
明
会
」開
催
さ
れ
る�

　
８
月
10
日
、
長
崎
県
が
導
入

を
検
討
し
て
い
る
「
森
林
保
全

を
目
的
と
し
た
税
」
に
関
す
る

地
域
説
明
会
が
対
馬
市
商
工
会

厳
原
支
所
で
開
催
さ
れ
、
県
林

務
課
長
、
同
税
務
課
長
、
対
馬

地
方
局
農
林
水
産
部
長
ら
が
出

席
。
会
場
に
集
ま
っ
た
約
１
５

０
名
の
市
民
に
対
し
「
新
税
」

導
入
の
必
要
性
や
導
入
後
の
課

税
方
法
な
ど
に

つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

　
県
に
よ
る
と
、

森
林
は
水
資
源

を
育
み
災
害
を

防
ぐ
ほ
か
、
二

酸
化
炭
素
を
吸

収
し
て
地
球
温

暖
化
を
防
止
す

る
な
ど
の
働
き

を
持
っ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
働

き
を
お
金
に
換
算
す
る
と
県
民

一
人
当
た
り
年
間
45
万
円
の
恵

み
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、

木
材
価
格
の
下
落
や
山
村
地
域

の
過
疎
化
、
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
多
く
の
森
で
荒
廃
が
進
ん
で

お
り
、
森
林
を
健
全
な
形
で
次

の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
社

会
全
体
で
支
え
あ
う
仕
組
み

と
し
て
「
新
し
い
税
金
」
の
導

入
が
必
要
と
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
新
税
」
が
導
入
さ

れ
た
場
合
、
課
税
方
法
は
県
民

税
に
上
乗
せ
す
る
形
を
と
り
、

税
率
は
個
人
で
年
額
５
０
０
円

（
法
人
は
年
額
１,

０
０
０
円

か
ら
４
０,

０
０
０
円
）
で
、

税
収
見
込
み
は
年
間

３
億
２
千
万
円
。
使

い
道
と
し
て
は
、
手

入
れ
不
足
箇
所
の
間

伐
や
木
の
成
長
を
妨

げ
る
竹
林
の
伐
採
な

ど
森
林
の
働
き
を
回

復
さ
せ
る
た
め
に
使

用
し
、
県
民
の
理
解

を
得
た
う
え
で
、
平

成
19
年
度
に
も
導
入

し
た
い
考
え
を
示
し

ま
し
た
。

　
そ
の
後
質
疑
の
時
間
が
設
け

ら
れ
、
住
民
か
ら
は
「
税
の
導

入
に
個
人
的
に
は
賛
成
だ
が
、

多
く
の
県
民
を
納
得
さ
せ
る
の

は
難
し
い
の
で
は
」
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

森
林
保
全
を
目
的
と
し
た
税
の
導
入
へ
向
け
て�市

民
約
１
５
０
人
が
参
加�

も
　
　
り

　
８
月
１
日
、
市
内
の
５
つ
の
漁

協
に
よ
る
合
併
契
約
調
印
式
が
美

津
島
町
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
　

　
合
併
は
豊
玉
町
漁
協
が
、
対
馬

浅
海
漁
協
、
峰
町
西
部
漁
協
を
吸

収
合
併
し
た
も
の
と
、
上
対
馬
町

琴
漁
協
と
上
対
馬
町
南
部
漁
協
が

合
併
し
、
新
た
に
上
対
馬
南
漁
協

と
し
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
厳
粛
に
お
こ
な
わ
れ
た
両
漁
協

の
調
印
式
で
は
、
松
村
市
長
と
長

崎
県
水
産
部
長
の
立
会
い
の
も
と

各
漁
協
の
組
合
長
が
合
併
契
約
調

印
書
に
署
名
・
な
つ
印
を
行
っ
た

あ
と
、新
組
合
の
発
展
の
決
意
を
込

め
て
固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
式
の
中
で
松
村
市
長
は
「
魚
価

の
低
迷
、
漁
業
資
源
や
漁
業
従
事

者
の
減
少
、
燃
油
価
格
の
高
騰
な

ど
対
馬
の
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
多
く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る

が
、
水
産
業
の
発
展
な
く
し
て
対

馬
の
発
展
は
あ
り
得
な
い
。
経
営

基
盤
を
強
化
し
た
合
併
漁
協
が
強

い
指
導
力
を
発
揮
し
て
、
組
合
員

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
心
か
ら
期
待
し
ま
す
」
と
会
場

に
集
ま
っ
た
多
く
の
組
合
関
係
者

を
激
励
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
４
月
１
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誕
生
へ�

●
豊
玉
町
漁
協�

●
上
対
馬
南
漁
協�

市
内
の
５
漁
協

相
次
い
で
合
併
契
約
書
に
調
印  

漁
協
合
併
契
約
調
印
式

豊玉町漁業協同組合（715人）

対馬浅海漁業協同組合（57人）

峰町西部漁業協同組合（99人）

豊玉町漁業協同組合（871人）

上対馬町琴漁業協同組合（154人）

上対馬町南部漁業協同組合（112人）

（新設）
上対馬南漁業協同組合（266人）

吸収

●合併の概要�

合併調印後握手を行う各組合長と立会人の�
市長と県水産部長（豊玉町漁協合併契約調印式にて）�
�

契約書に調印する各組合長（上対馬南漁協�
合併契約調印式にて）�

（　　）内は組合員数　※平成18年3月31日現在



　
　

　
市
が
毎
年
行
っ
て
い
る
納
税
組

合
表
彰
で
、
今
年
度
は
12
の
納
税

組
合
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
は
５
年
以
上
継
続
し
て
完

納
さ
れ
た
納
税
組
合
に
対
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、
被
表
彰
団
体
は
設

立
以
来
、
納
期
内
完
納
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

表
彰
団
体

【
厳
原
管
内
】

①
曲
第
３
納
税
組
合（
　

）

②
安
神
納
税
組
合（
　

）

③
豆
酘
９
納
税
組
合（
　

）

④
奥
浅
藻
納
税
組
合（
　

）

【
美
津
島
支
所
管
内
】

①
黒
瀬
納
税
組
合（
　

）

②
中
の
町
第
一
納
税
組
合（
　

）

③
大
船
越
波
岳
納
税
組
合（
　

）

④
緒
方
納
税
組
合（
　

）

⑤
恵
比
須
納
税
組
合（
　

）

⑥
元
鴨
居
瀬
第
一
納
税
組
合（
　

）

【
豊
玉
支
所
管
内
】

①
高
原
組
納
税
組
合（
　

）

②
横
浦
納
税
組
合（
　

）

　　
７
月
28
日
、
市
消
防
本
部
は
可

搬
式
消
防
ポ
ン
プ
１
台
を
導
入
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
長
崎
県
の
森
林

保
全
を
目
的
と
す
る
事
業
を
活
用

し
て
、
県
よ
り
借
り
受
け
た
も
の

で
期
間
は
３
年
間
。
こ
れ
ま
で
に

も
同
事
業
を
利
用
し
て
、
平
成
15

年
か
ら
昨
年
ま
で
に
背
負
い
式
消

火
水
の
う
を
80
基
借
り
受
け
て
い

ま
す
。

　
今
回
導
入
さ
れ
た
消
防
ポ
ン
プ

は
重
さ
が
24
kg
と
小
型
で
運
搬
し

や
す
く
、
消
防
車
が
進
入
で
き
な

い
林
野
で
の
消
火
活
動
に
威
力
を

発
揮
で
き
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
同
様
の
ポ
ン
プ
は
消
防

本
部
及
び
各
出
張
所
に
１
台
ず
つ

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
　
《
８
月
》�

１
日
＝
漁
協
合
併
調
印
式

２
〜
４
日
＝
佐
須
坂
ト
ン
ネ
ル
期

　
　
　
成
会
陳
情
（
長
崎
）

５
〜
６
日
＝
厳
原
港
ま
つ
り
　
対

　
　
　
馬
ア
リ
ラ
ン
祭

８
日
＝
対
馬
市
議
会
臨
時
会

11
〜
12
日
＝
外
務
省
訪
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
）

13
〜
20
日
＝
人
間
ド
ッ
ク
、
検
査

　
　
　
入
院

21
〜
23
日
＝
県
下
市
長
会
、
県
離

　
　
　
島
振
興
協
議
会
全
員
協
議

　
　
　
会
（
島
原
）

25
日
＝
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
策
定
委
員
会

26
日
＝
対
馬
ち
ん
ぐ
音
楽
祭

28
〜
29
日
＝
港
湾
協
会
九
州
地
区

　
　
　
支
部
連
合
会
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
崎
）

30
日
＝
国
民
保
護
協
議
会

31
日
＝
市
政
説
明
会
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８
月
６
日
、
第
28
回
長
崎
県
消

防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
県
消
防
学

校
（
大
村
市
）
で
開
催
さ
れ
、
猛

暑
の
中
、
全
国
大
会
の
出
場
権
を

目
指
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
実
際
に
放
水
を
行
う
初
め
て
の

操
法
大
会
と
な
っ
た
今
大
会
に
は
、

県
下
各
分
会
を
代
表
し
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
に
12
チ
ー
ム
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
13
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
本
市
か
ら
は
美
津
島
第
１
分
団

（
　
知
地
区
）
と
美
津
島
第
10
分

団
（
犬
吠
地
区
）
が
出
場
。
強
豪

が
集
ま
る
中
、
美
津
島
第
１
分
団

チ
ー
ム
（
江
嶋
指
揮
者
以
下
５

名
）
は
堂
々
と
し
た
操
法
を
披
露

し
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
見
事
、

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
、
横
浜
市
で
開
催

さ
れ
た
全
国
婦
人
消
防
ポ
ン
プ
操

法
大
会
に
長
崎
県
代
表
と
し
て
出

場
し
た
　
知
地
区
婦
人
消
防
隊

（
江
嶋
隊
長
以
下
37
名
）
が
軽
可

搬
ポ
ン
プ
操
法
の
模
範
演
技
を
披

露
し
、
観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
と

声
援
を
受
け
ま
し
た
。

　
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
ポ
ン
プ
車
操
法
／
優
勝
　
壱
岐

市
／
準
優
勝
　
対
馬
市
／
第
３
位

　
島
原
市

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
／
優
勝
　
壱

岐
市
／
準
優
勝
　
時
津
町
／
第
３

位
　
五
島
市

模範操法を披露した　�
　　　　知地区婦人消防隊�

準優勝を獲得した美津島第１分団チーム�

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
準
優
勝

県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
準
優
勝�
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
準
優
勝�

美
津
島
第
１
分
団�

林
野
火
災
に
備
え�

可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
導
入
　�

�

市
消
防
本
部

15
年
間

15
年
間

35
年
間

25
年
間

25
年
間

25
年
間

20
年
間

20
年
間

5
年
間 15

年
間

15
年
間

25
年
間

   

平
成
18
年
度�

対
馬
市
優
良
納
税
組
合
表
彰�

 
 
 
 
12
組
合
を
表
彰
�
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　７月22日、比田勝海上保安署が管内の小学生以下の

児童と保護者を対象とした巡視艇「はやぐも」「あきぐも」

の体験航海を実施しました。当日は梅雨の中日の晴れ

となり海上も穏やかで、テレビドラマで放映された「海

猿」を反映して多くの参加者で賑わいました。

　海難防止の講習と救命胴衣の説明を受けた後、参加

者は巡視艇に乗り込み体験航海へ出発しました。航海

中に児童たちは乗組員に指導を受けながら交代で巡視

艇を操船しました。

　操船を体験した扇優希さん（南陽小学校）は、「船の運

転は難しかったけど楽しかったです。夏休みのよい思

い出になりました」と感想を話していました。

　「
ひ
と
つ
ば
た
ご
」の
自
生
地
が

縁
で
、
平
成
７
年
か
ら
地
域
間
交

流
を
続
け
て
い
る
岐
阜
県
中
津
川

市
蛭
川
（
旧
蛭
川
村
）
か
ら
、
５

名
の
小
学
生
（
５
年
生
１
人
、
６

年
生
４
人
）
が
対
馬
市
を
訪
問
し

ま
し
た
。
今
年
で
12
回
目
の
訪
問

に
な
り
ま
す
。

　
蛭
川
の
子
ど
も
た
ち
は
７
月
29

日
か
ら
３
日
間
、
国
民
宿
舎
「
上

対
馬
荘
」
に
宿
泊
し
な
が
ら
三
宇

田
浜
で
の
海
水
浴
や
、
地
元
育
成

会
主
催
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

へ
の
参
加
、
比
田
勝
小
学
校
児
童

と
の
交
流
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
山
に
囲
ま
れ
海
と
接
す
る
機
会

の
少
な
い
蛭
川
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
特
に
海
で
の
遊
び
は
楽

し
か
っ
た
様
子
。
三
宇
田
浜
で
の

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
体
験
や
真
珠
養
殖

施
設
の
見
学
で
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た

と
き
な
ど
は
、
波
を
切
っ
て
海
上

を
走
る
爽
快
さ
に
大
声
で
は
し
ゃ

い
で
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

夏
休
み
の
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

バナナボートに乗って大喜びの蛭川の子どもたち�

真珠養殖施設を見学�

　
８
月
14
日
、
上
県
町
佐
須
奈
の

そ
ば
道
場
で
、
佐
須
奈
商
店
振
興

会
主
催
に
よ
る
毎
年
恒
例
の
夏
祭

り
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
地
域
住
民
や
帰
省
客
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
高
校
生
の
バ
ン
ド

演
奏
で
開
幕
。
そ
の
後
、
ク
イ
ズ
、

職
場
対
抗
早
食
い
早
飲
み
大
会
な

ど
趣
向
を
こ
ら
し
た
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夏
祭
り
ム
ー
ド
を
盛
り

上
げ
る
出
店
や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
会
場
は
参
加
者
の
笑
顔

で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
は
、
メ
イ
ン
の
盆
踊
り

大
会
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
浴
衣

姿
の
人
々
が
、
夏
の
夜
の
ひ
と
と

き
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。職場対抗早食い早飲み大会にて�

操船を体験する築城陽聖くん（比田勝幼稚園）�
「乗ってみたかった巡視艇に乗れてうれしかったです」�

多くの来場者で賑わう会場�

佐
須
奈
商
店
振
興
会�

大盛況！巡視艇の体験航海  �
比田勝海上保安署　�

岐
阜
県
蛭
川
か
ら
小
学
生
５
名
が
来
島�

ひ
る
か
わ

ひ
る
か
わ

ひさと

ゆう き

うみ

ざる
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鶏鳴小のメンバー：�

阿比留圭祐くん、西孝基くん、園田実咲さん、斉

藤且磨くん（すべて６ 年生、写真順）�

　韓国釜山市の国立釜慶大学校の学生12名が、７月21日か
ら３泊４日の日程で対馬を訪れ、厳原や豆酘、美津島町大
山などの６家庭にホームステイしました。
　滞在中は、ホストファミリーとの島内観光や買い物、真
珠養殖見学などのほか、帰国前日の23日には厳原本川の護
岸に設置されている朝鮮通信使壁画の掃除や厳原町中村
の「半井桃水館」で対馬高校生との交流を行いました。
　また、全員が浴衣に着替え、市内の３高校が合同で実施
した茶会に参加して茶道を体験しました。初めての体験の
ため、出された和菓子やお茶をどうしたらいいのか戸惑っ
ていましたが、作法を教わりながら、茶道体験を楽しんで
いました。

　７月24日、長崎市で開催された第31回交通安全子ども自

転車大会の県大会で、美津島町の鶏鳴小学校チームが団体

優勝しました。同校による優勝は５年ぶり４回目です。

　競技は交通ルールの知識を問う学科試験と、実際に自転

車に乗って交差点やＳ字、８の字などのコースを走行して

行う実技試験の合計点で採点されます。キャプテンの西孝

基くんは個人戦でも見事優勝、阿比留圭祐くんが２位に入

るなど団体戦の優勝に大きく貢献しました。

　なお、8月１日、２日に東京都で開催された全国大会では、

32位と健闘しました。

茶道を体験する学生�

� 真
珠
養
殖
施
設
を
見
学�

～日本の文化・生活習慣を体験～�
�

交通安全子ども自転車大会�
�

　明治40年８月15日生まれ。

現在、特別養護老人ホーム「い

づはら」を利用されています。

　昔自分で作っていたおいしい

サトイモを、みんなに食べさせ

てあげたいと、たびたび話され

るなど、優しいおばあちゃんです。

▽小 宮 ツ 子さん�
　　　　　　　（上県町飼所出身）

▽小 宮 モ ト さん�
　　　　　　（上県町佐護湊出身）

▽永 留 キ ヨ さん�
　　　　　　　（峰町三根出身）

　明治40年８月23日生まれ。

若い時は体が弱かったそうです。

上対馬病院に入院する前は、お

孫さんと同居されていました。

　テレビでのスポーツ観戦（野

球と相撲）が好きで、巨人ファ

ンだそうです。

　明治40年８月２8日生まれ。
現在、特別養護老人ホーム「わ
たづみ」を利用されています。
　ゲートボールは90歳まで楽し
まれていました。長生きの秘訣
は、１日３食を欠かさず、身の
回りのことを自分ですることだ
そうです。

白寿（99歳）のお祝い�
８月に99歳を迎えた市内のお年寄りに、市から�
白寿のお祝いとして敬老祝い金が贈られました。�

は く じ ゅ

娘の百合子さん

ね

息
子
の
三
男
さ
ん

キヨさんを囲む
息子の兼男さん・紀子さん夫婦

けいすけ こう き み さき

こう

けい すけき

かつ ま

なからい　とうすい

プ　ギョン

プギョン
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対
馬
と
津
軽
の
歴
史
的
な
関
係

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
厳
原
町

の
市
民
グ
ル
ー
プ「
対
馬
津
軽
会
」

が
、
こ
の
ほ
ど
漫
画
「
フ
ビ
ラ
イ

に
謁
見
し
た
対
馬
人
」
を
１
５
０

部
制
作
。
う
ち
50
部
を
市
内
す
べ

て
の
小
・
中
学
校
へ
配
布
し
て
も

ら
お
う
と
市
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
漫
画
は
蒙
古
襲
来
（
１
２
７
４

年
）
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
５
年

前
。
文
永
６
年
２
月
に
元
の
使
者

が
対
馬
に
到
着
し
た
際
、
一
般
住

民
の
弥
二
郎
と
塔
二
郎
の
２
人
を

連
れ
去
り
、
大
都（
現
在
の
北
京
）

で
皇
帝
フ
ビ
ラ
イ
に
謁
見
さ
せ
た

あ
と
、
同
年
９
月
に
帰
国
さ
せ
る

ま
で
の
経
緯
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
同
会
の
上
原
正
行
会
長
は
「
こ

の
よ
う
な
対
馬
人
が
い
た
と
い
う

事
実
を
含
め
、
日
本
の
歴
史
に
お

け
る
対
馬
の
位
置
づ
け
、
果
た
し

た
役
割
な
ど
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
同
会
は
過
去
に
、
青
森
県
津
軽

地
方
に
多
い
「
つ
し
ま
」
の
姓
の

ル
ー
ツ
を
探
っ
た
漫
画
「
津
軽

「
つ
し
ま
」
姓
ル
ー
ツ
物
語
」
を

５
０
０
部
制
作
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
漫
画
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
対
馬
あ
れ
こ
れ
ね
っ
と
」

h
ttp

:/
/

w
w

w
1
.o

cn
.n

e.jp
/

~

k
u

ro
se/

で
も
公
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
せ
先
■
対
馬
津
軽
会

T
E
L
０
９
２
０
‐
５
２
‐
０
０
２
８

漫画「フビライに謁見した対馬人」�
　　　　 を製作、市へ50部寄贈
　　　　　　　　　　　　「対馬津軽会」

●
生
年
月
日
：
１
９
８
４
年
11
月
17
日
生
ま
れ
（
21
歳
）

●
出
身
：
米
国
　
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
（
サ
ン
ブ
ル
ノ
）

●
学
歴
：
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
卒

●
趣
味
：
ピ
ア
ノ
演
奏
と
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト

●
好
き
な
俳
優
：
妻
夫
木
　
聡

●
対
馬
の
印
象
：
自
然
が
多
く
き
れ
い
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。

●
ひ
と
こ
と
：
た
く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
い
た
い
で
す
。

エ
べ
リ
ン  

チ
ン
さ
ん
　E
velyn

  C
h
in

　
厳
原
町�

�

●
生
年
月
日
：
１
９
８
４
年
７
月
29
日
生
ま
れ
（
22
歳
）

●
出
身
：
米
国
　
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
　
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

●
学
歴
：
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
卒

●
趣
味
：
読
書
、
料
理

●
好
き
な
俳
優
：
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
・
ジ
ョ
リ
ー

●
対
馬
の
印
象
：
雰
囲
気
が
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
似
て
い
ま
す
。

●
ひ
と
こ
と
：
生
徒
た
ち
と
ス
ポ
ー
ツ（
テ
ニ
ス
、剣
道
な
ど
）を
し
た
い
で
す
。

ブ
ラ
ウ
ン  

ア
リ
ー
シ
ャ
　
レ
イ
コ
さ
ん
　Broun  Alicia  Reiko

　
豊
玉
町�

●
生
年
月
日
：
１
９
６
６
年
８
月
３
日
生
ま
れ
（
40
歳
）

●
出
身
：
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

●
学
歴
：
ク
イ
ン
ズ
大
学
卒

●
趣
味
：
空
手
と
読
書

●
好
き
な
俳
優
：
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ナ
・
ジ
ョ
リ
ー

●
対
馬
の
印
象
：
静
か
な
町
と
き
れ
い
な
田
舎
で
す
ね
。

●
ひ
と
こ
と
：
対
馬
の
人
々
は
心
が
温
か
く
優
し
い
人
が
多
い
で
す
。

オ
リ
バ
ー  

マ
レ
ー
さ
ん
　O

liver  m
  M
u
rra
y

　
上
県
町�

�

●
生
年
月
日
：
１
９
８
４
年
10
月
19
日
生
ま
れ
（
21
歳
）

●
出
身
：
米
国
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

●
学
歴
：
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
卒

●
趣
味
：
演
奏
と
演
技

●
好
き
な
俳
優
：
ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ッ
プ

●
対
馬
の
印
象
：
山
と
木
が
多
く
自
然
が
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

●
ひ
と
こ
と
：
み
な
さ
ん
と
知
り
合
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ロ
バ
ー
ト  

ラ
イ
ス
さ
ん
　R

o
b
ert  R

ice

　
上
対
馬
町�

�

厳原町、豊玉町、上県町、上対馬町に８月から新しいＡＬＴが着任しました。�
今後１年間、中学校の生徒たちに英語の指導を行います。みなさんよろしくお願いします。�
�

※
お
母
さ
ん
が
日
本
好
き
で
、

レ
イ
コ
と
名
付
け
た
そ
う
で
す
。

※
龍
の
頭
と
尾
を
持
っ
た
中
国
で

生
ま
れ
た
伝
統
的
な
ボ
ー
ト

漫画を助役に手渡す対馬津軽会の上原正行会長�

�
※謁見…身分の高い人にお会いすること。

新しい　ALT（英語指導助手）を紹介します

げ
ん

だ
い
　
と

えっけん�

えっけん
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◎
９
月
１
日
付
異
動

　
　
※
氏
名
後
の（
　
）内
は
旧
所
属

【
市
長
事
務
部
局
・
本
所
関
係
】

《
福
祉
部
》【
福
祉
課
】（
日
吉
の

里
）▽
看
護
師
＝
小
茂
田
あ
ゆ

み（
北
保
健
セ
ン
タ
ー
）

《
保
健
部
》【
南
保
健
セ
ン
タ

ー
】（
健
康
推
進
班
）▽
保
健
師

＝
松
永
ふ
み（
北
保
健
セ
ン
タ

ー
）（
地
域
包
括
支
援
班
）▽
保

健
師
＝
廣
川
久
美
子（
同
所
健

康
推
進
班
）

【
北
保
健
セ
ン
タ
ー
】（
健
康
推

進
班
）
▽
係
長
＝
大
石
博
美

（
保
健
部
健
康
推
進
課
）

　
天
然
塩
の
製
造
販
売
を
行
っ
て

い
る
（株）
白
松
の
美
津
島
町
工
房

（
久
須
保
・
竹
敷
）
で
生
産
さ
れ

て
い
る
「
浜
御
塩
」
。
対
馬
の
澄

ん
だ
海
水
を
汲
み
上
げ
、
昔
な
が

ら
の
窯
焼
き
法
に
よ
り
製
塩
さ
れ

た
自
然
海
塩
で
あ
る
「
浜
御
塩
」

が
、
大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー
「
カ
ル

ビ
ー
」
の
期
間
限
定
ポ
テ
ト
チ
ッ

プ
ス
「
夏
ポ
テ
ト
」
に
２
年
連
続

で
採
用
さ
れ
、
今
年
も
全
国
で
６

月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
（
※
地
域
に
よ
り
販

売
期
間
は
若
干
異
な
り
ま
す
）

　
権
藤
正
展
工
房
長
は
「
品
質
に

厳
し
い
大
手
メ
ー
カ
ー
の
要
求
に

応
え
る
た
め
、
品
質
管
理
を
徹
底

的
に
行
い
ま
し
た
。
誰
も
が
知
っ

て
い
る
全
国
的
な
商
品
に
使
用
さ

れ
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
カ
ル
ビ
ー
に
は
、
昨
年
4.5
ト
ン

を
出
荷
。
今
年
は
５
ト
ン
の
出
荷

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対馬の海から採れ対馬の海から採れた
　（株）（株）白松の白松の「浜御塩」「浜御塩」
対馬の海から採れた
　（株）白松の「浜御塩」

竹敷工房の前で「夏ポテト」を�

手に持つ権藤正展工房長�

対
馬
市
の
人
事
異
動�

�

P

★

美津島�

農協前�
バス停�

厳原港�

八幡宮神社�

遊月橋�

西日本�
シティ銀行�

大歳神社�

天道茂�
駐車場�
（有料）�

対馬南�
警察署�

谷出橋�

対馬農協�

半井桃水館�

連絡先　半井桃水館　対馬市厳原町中村584番地
　　　　　　　　　　電話・ファックス番号 0920（52）2422
　　　　　　　　　　メールアドレス　nakarai.tosuikan@aria.ocn.ne.jp

　７月15日にオープンした半井桃水館（厳原町中村地区）。開館から２ヶ

月が経過した現在、各種会議やボランティア活動といった地域の活動に広

く利用されています。

　また、観光客らが立ち寄り、武家門・石塀等の歴史的雰囲気を活かした

庭で休憩したり、対馬杉の香りが漂う館内で地区輩出の偉人について学ん

だり、子どもたちの学習・遊びの場としても利用されています。

※管理運営は指定管理者制度により、９月１日より「特定非営利活動法

人（ＮＰＯ）対馬郷宿」が行っています。利用については次のとおり

です。

●利用時間：9:00～22:00（ただし、予約がない場合は18時で閉館）�

●休 館 日：毎週火曜日、年末年始（12月29日から翌年1月3日）�

●使 用 料：1時間あたり�

●利用方法：予約　→　申込　→　承認

※予約・申込は休館日を除く9:00～17:00までです。

（18時以降に利用する場合は、前日までに予約をお願いします。）

※予約後、申請書を提出してください。

　　室　　　名

休憩室１・２

休憩室１

休憩室２

多目的スペース

ギャラリー

特産品販売スペース

文庫教室

常設展示室

面積(㎡）

27.26

15.51

11.75

58.76

23.03

9.69

18.39

13.89

使用料

200円

100円

100円

500円

200円

50円

無料

無料

空調施設使用料

100円

50円

50円

50円

50円

50円

無料

無料

備 考

収益を
目的と
するも
のは10
倍とな
ります。

・本館に駐車場はありません。

・有料の天道茂駐車場をご利用ください。

味
と
品
質
が
認
め
ら
れ
　
大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー
に
採
用

味
と
品
質
が
認
め
ら
れ
　
大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー
に
採
用�
味
と
品
質
が
認
め
ら
れ
　
大
手
菓
子
メ
ー
カ
ー
に
採
用�

～半井桃水館  利用のご案内～ どなたでもお気軽にご利用ください。�

は く ま つ は ま み し お

は
く
ま
つ

は
ま

み

し
お

なから 　い　　と う す い か ん

なからいとうすいかん

ごうしゅく
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①
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定

　
　
推
進
懇
話
会
を
開
催
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

　
　
実
現
に
向
け
、
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

②
国
民
保
護
計
画
の
策
定�

　
　
武
力
攻
撃
か
ら
市
民
の
生
命
・
財
産
等
を
保
護
す

　
　
る
た
め
の
行
動
を
定
め
た
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

③
職
員
の
人
材
育
成
の
推
進

　
　
職
員
の
能
力
向
上
の
た
め
の
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

　
　
ム
を
策
定
し
、
実
行
し
ま
す
。

④
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

　
　
収
支
均
衡
の
た
め
の
実
効
性
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
を
策
定
し
ま
す
。

⑤
入
札
契
約
の
適
正
化

　
　
公
平
性
の
確
保
と
客
観
性
及
び
透
明
性
の
向
上
の

　
　
た
め
、
新
入
札
契
約
制
度
の
確
立
と
検
証
を
行
い

　
　
ま
す
。

①
新
し
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
推
進�

　
　
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発

　
　
等
を
推
進
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

②
情
報
通
信
基
盤
の
整
備（
C
A
T
V
整
備
事
業
）

　
　
光
ケ
ー
ブ
ル
の
敷
設
に
よ
り
、
市
民
が
等
し
く
情

　
　
報
を
共
有
化
す
る
た
め
の
基
盤
を
整
備
し
ま
す
。

③
住
民
主
体
に
よ
る
「
協
働
プ
ラ
ン
」
策
定�

　
　
対
馬
の
北
の
玄
関
口
地
区
を
対
象
と
し
て
、
住
民

　
　
の
考
え
方
や
行
動
を
反
映
し
た
プ
ラ
ン
を
策
定
し

　
　
ま
す
。

①
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
　
さ
わ
や
か
な
挨
拶
、積
極
的
な
声
掛
け
等
に
よ
り
、

　
　
窓
口
・
電
話
応
対
の
苦
情
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。

②
土
地
・
家
屋
一
斉
調
査

　
　
土
地
・
家
屋
の
調
査
を
実
施
し
、固
定
資
産
税（
土

　
　
地
・
家
屋
）の
課
税
客
体
を
的
確
に
把
握
し
ま
す
。

③
納
税
相
談
窓
口
開
設
並
び
に
滞
納
者
対
策
の
強
化�

　
　
滞
納
者
の
納
税
相
談
の
強
化
及
び
悪
質
・
高
額
滞

　
　
納
者
へ
の
厳
正
な
滞
納
処
分
を
実
施
し
ま
す
。

④
海
山
等
の
自
然
環
境
を
保
全
す
る
活
動
の
推
進�

　
　
不
法
投
棄
や
野
焼
き
防
止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
の
実
施
と
市
報
等
に
よ
る
啓
発
を
実
施
し
ま
す
。

①
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
準
備�

　
　
対
馬
市
の
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
、
平
成
19
年
度

　
　
の
基
本
計
画
策
定
に
向
け
、
事
前
準
備
に
取
り
組

　
　
み
ま
す
。

②
保
護
の
適
正
実
施
へ
の
取
り
組
み

　
　
生
活
保
護
制
度
の
適
正
運
営
の
た
め
、
職
員
研
修

　
　
や
保
護
世
帯
の
指
導
助
言
の
充
実
等
に
努
め
ま
す
。

③
障
害（
者
）福
祉
計
画
の
策
定

　
　
障
害
者
自
立
支
援
の
た
め
の
方
策
を
定
め
た
計
画

　
　
を
策
定
し
ま
す
。

④
保
育
料
徴
収
率
の
向
上

　
　
滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て
、
7
月
か
ら
納
入
相
談
を

　
　
実
施（
誓
約
）し
、収
納
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑤
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
　
地
域
で
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め
、
放
課
後
児

　
　
童
健
全
育
成
事
業
の
拡
充
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
保
健
・

　
栄
養
指
導
の
実
施
と
強
化

　
　
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
生
活
の
質
を
高
め
る
た
め
、

　
　
内
臓
脂
肪
症
候
群
の
予
防
に
取
り
組
み
ま
す
。

②
節
目
検
診（
新
規
事
業
）の
P
R
と
受
診
促
進

　
　
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
、
本
事
業

　
　
の
P
R
と
受
診
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
認
識
の
定
着

　
　
市
報
や
家
庭
訪
問
、
各
種
会
合
を
活
用
し
、
セ
ン

　
　
タ
ー
の
存
在
や
活
動
内
容
を
周
知
し
ま
す
。

④
介
護
保
険
料
収
納
率
の
向
上�

　
　
収
納
率
97
％
以
上
を
目
標
に
徴
収
計
画
を
策
定
し
、

　
　
収
納
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑤
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
医
療
費
の
抑
制

　
　
さ
わ
や
か
な
挨
拶
等
に
よ
る
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
質

　
　
の
向
上
と
節
目
健
診
等
に
よ
る
医
療
費
抑
制
に
努

　
　
め
ま
す
。

①
観
光
客
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備�

　
　
日
本
人
・
韓
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
態
勢
整
備

　
　
を
図
り
ま
す
。

②
地
場
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
（
地
場
産
業
の
振
興
）
　

　
　
特
産
品
の
販
売
・
流
通
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、

　
　
特
産
品
販
促
に
よ
る
対
馬
の
知
名
度
U
P
を
図
り

　
　
ま
す
。

③
重
点
誘
致
対
象
分
野
に
絞
っ
た
企
業
誘
致

　
　
若
者
の
島
内
定
着
、雇
用
促
進
の
た
め
、対
馬
の
自

　
　
然
と
調
和
の
取
れ
た
分
野
の
企
業
を
誘
致
し
ま
す
。

市民の皆様に、今、対馬市がどのような課題を抱え、その課題にどのように取り組んでいくの�
かを知っていただくために、各部署ごとに重点的に取り組む目標を設定いたしました。�

～「市民に信頼される対馬地域経営戦略本部」を目指して  ～�

一
、
総
　
務
　
部�

三
、
市
民
生
活
部�

五
、
保
　
健
　
部�

六
、
観
光
商
工
部�

四
、
福
　
祉
　
部�

二
、
政
　
策
　
部�
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①
産
業
基
盤
の
整
備
充
実�

　
　
漁
業
生
産
量
増
大
の
た
め
、
海
藻
バ
ン
ク
の
設
置

　
　
及
び
種
苗
放
流
を
実
施
し
ま
す
。

②
対
馬
し
い
た
け
復
活
プ
ラ
ン

　
　
し
い
た
け
の
生
産
量
拡
大
及
び
ブ
ラ
ン
ド
化
の
た

　
　
め
、大
型
生
産
団
地
の
設
置
等
の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

③
鳥
獣
害
防
止
対
策
計
画
の
策
定
準
備

　
　
農
産
物
の
被
害
防
止
を
図
る
た
め
、
平
成
19
年
度

　
　
の
抜
本
的
な
被
害
防
除
対
策
計
画
策
定
に
向
け
、

　
　
事
前
準
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
市
営
住
宅
使
用
料
の
収
納
計
画
の
策
定
と
未
収
金

　
縮
小�

　
　
収
納
計
画
を
策
定
し
、未
収
額
の
縮
小
に
努
め
ま
す
。

②
都
市
の
将
来
像
実
現
の
た
め
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定

　
準
備

　
　
無
秩
序
な
開
発
を
抑
制
し
、
計
画
的
な
都
市
づ
く

　
　
り
を
実
施
す
る
た
め
、
平
成
21
年
度
の
プ
ラ
ン
策

　
　
定
に
向
け
、
事
前
準
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
公
共
事
業
の
早
期
発
注
、
早
期
完
成�

　
　
市
民
生
活
の
活
性
化
と
生
活
基
盤
の
底
上
げ
を
図

　
　
る
た
め
、事
業
の
早
期
発
注
、早
期
完
成
に
努
め
ま
す
。

①
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
（
全
支
所
）�

　
　
さ
わ
や
か
な
挨
拶
、
積
極
的
な
声
掛
け
等
に
よ
り
、

　
　
窓
口
・
電
話
応
対
の
苦
情
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。

②
支
所
管
内
業
務
の
周
知
（
美
津
島
支
所
）�

　
　
支
所
業
務
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
冊
子
（
ペ

　
　
ー
パ
ー
）
を
作
成
し
、
全
世
帯
へ
配
布
し
ま
す
。

③
観
光
客
と
市
民
が
共
有
す
る
気
持
ち
の
よ
い
公
園

　
Ｐ
R
と
施
設
利
用
の
拡
大
（
豊
玉
支
所
）

　
　
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
神
話
の
里
公
園
の

　
　
利
用
者
増
加
を
図
り
ま
す
。

④
不
定
期
航
路（
浅
茅
湾
観
光
）利
用
者
の
拡
大
「
浅
茅

　
湾
の
魅
力
再
発
見
」（
豊
玉
支
所
）�

　
　
浅
茅
湾
観
光
に
よ
り
対
馬
の
自
然
、
浅
茅
湾
の
魅

　
　
力
を
探
り
、
利
用
者
拡
大
を
図
り
ま
す
。

⑤
地
域
イ
ベ
ン
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加（
上
県
支

　
所
）�

　
　
職
員
が
地
域
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
や
清
掃
活
動
、

　
　
福
祉
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

⑥
漁
協
合
併
の
推
進
（
上
対
馬
支
所
）�

　
　
上
対
馬
町
琴
漁
協
と
上
対
馬
町
南
部
漁
協
の
平
成

　
　
19
年
4
月
合
併
を
推
進
し
ま
す
。

⑦
新
規
漁
業
者
の
発
掘
と
育
成
（
上
対
馬
支
所
）

　
　
新
社
会
人
等
の
漁
業
着
業
意
欲
を
高
め
、
漁
業
担

　
　
い
手
を
確
保
・
育
成
し
、
水
産
業
の
活
性
化
を
目

　
　
指
し
ま
す
。

①
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
　
来
庁
者
等
に
対
し
て
、
親
切
丁
寧
か
つ
迅
速
に
対

　
　
応
し
、
窓
口
・
電
話
応
対
の
苦
情
ゼ
ロ
を
目
指
し

　
　
ま
す
。

②
水
道
料
金
の
徴
収�

　
　
滞
納
者
へ
の
徹
底
し
た
料
金
徴
収
や
給
水
停
止
に

　
　
よ
り
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

③
中
期
経
営
計
画
の
策
定�

　
　
安
心
し
て
飲
め
る
水
の
供
給
、
効
率
的
な
経
営
を

　
　
目
指
す
た
め
の
中
期
経
営
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

①
社
会
福
祉
施
設
の
防
火
安
全
対
策

　
　
全
て
の
施
設
関
係
者
に
防
火
講
習
会
へ
の
受
講
を

　
　
推
奨
し
、
防
火
に
対
す
る
指
導
を
徹
底
し
ま
す
。

②
住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
促
進�

　
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
設
置
義
務
化
を
市
報
、

　
　
市
H
P
等
に
よ
り
周
知
し
、
設
置
を
促
進
し
ま
す
。

③
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
活
動�

　
　
救
命
講
習
会
受
講
者
を
増
や
し
、
バ
イ
ス
タ
ン
ダ

　
　
ー（
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
）に
よ
る
救
命
率
向
上

　
　
を
図
り
ま
す
。

④
効
率
的
で
効
果
的
な
消
防
団
組
織
機
構

　
　
分
団
の
統
廃
合
を
含
め
た
分
団
改
編
等
を
図
り
、

　
　
効
率
的
な
組
織
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

①
文
化
財
の
保
護
顕
彰
と
受
難
防
止
策
の
検
討�

　
　
資
料
館
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
の
資
料
整
理
と

　
　
文
化
財
の
盗
難
再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

②
豊
か
な
心
や
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
体
制
の
構
築�

　
　
児
童
生
徒
の
基
礎
学
力
の
充
実
と
教
育
体
制
の
充

　
　
実
を
図
り
ま
す
。

③
地
域
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
対
馬
市
立
つ
し
ま

　
図
書
館
の
開
館
・
充
実�

　
　
地
域
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
対
馬
市
立
つ
し

　
　
ま
図
書
館
の
機
能
充
実
を
図
り
ま
す
。

④
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
、
優
れ
た
芸
術

　
文
化
鑑
賞
機
会
の
提
供�

　
　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、
優
れ
た
芸
術

　
　
文
化
鑑
賞
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

七
、
農
林
水
産
部�

十
、
水
　
道
　
局�

十
一
、
消
防
本
部�

十
二
、
教
育
委
員
会�

八
、
建
　
設
　
部�

九
、
支
　
　
　
所�

詳しい内容は、対馬市のホームページに掲載しています。�

「市の政策「市の政策 市からの公表」⇒「対馬市の組織目標」市からの公表」⇒「対馬市の組織目標」�「市の政策 市からの公表」⇒「対馬市の組織目標」�

アドレス：アドレス：http://www.city.tsushima.nagasaki.jp/index.phphttp://www.city.tsushima.nagasaki.jp/index.phpアドレス：http://www.city.tsushima.nagasaki.jp/index.php



金　京一、辛　恩京�対馬釜山事務所�
キム　　　　キョン イル　　　　シン　　　　 ウン ギョン
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サムボク�

サムボク�

マルボク�

チュンボク�

チュンボク�

チュン ボク�

チョボク�

マルボク�

サムボク�

サムボク�

サンゲタン�

　思ったより長かった梅雨が明けたとたん、焼けつく

ような暑さとなった今年の夏。夜も気温が下がらない日

が続いたと記憶に残っていますが、皆様はどうですか？

　でも、夏は暑くなくちゃ！アリランは熱くなくちゃ！�

�

■「対馬の三伏」�

　私の中には「対馬の三伏」という定義があります。

初伏は「国境マラソンIN 対馬」の日、中伏は「対馬ア

リラン祭」、末伏は「対馬ちんぐ音楽祭」。�

　それぞれの行事がちょうど初夏と盛夏、晩夏の時期

にあるので、この3つの祭りが終わると私の夏も終り

を告げます。�

　今年も「対馬アリラン祭」はその気温と陽射しで盛

夏の勢いを見せてくれました。�

「そう！対馬の中伏はこうじゃなくちゃ！」�

�

�

�

�

�

�

■ペギンセ舞踊団担当スタッフとして　　　　　　　

　　　　　　　　　　　対馬アリラン祭に参加。�

　今年私はベギンセ舞踊団の担当として日焼けを覚悟

の上、涼しい格好で朝から働きました。カンカン照り

の舞台でリハーサルが始まり、見ているだけでも背中

には汗が泉のように湧き出ます。リハーサル後は朝鮮

通信使行列の準備。舞踊団は鮮やかなチマ・チョゴリ、

パチ・チョゴリに着替え、頭には紙花が付いた帽子、

両手にはチャンゴ（両面太鼓）、ブック（太鼓）、テ

ピョンソ（ラッパ）、カラフルな旗などを持って行列

に参加しました。�

　八幡宮神社からスタートした行列は、昔の迎賓路を

通り、佐野屋橋を過ぎて港へというコースでした。行

列進行中には、舞踊団の横にずっとついて歩きました

が、多くの観客のカメラに邪魔にならないよう必死で

走りました。�

　行列が祭のメイン会場に到着してから舞踊団はすぐ

ホテルに戻り、夕方の公演の準備に入りましたが、衣

装のアイロンかけや化粧と髪を飾るのに3時間が必要

でした。�

　舞台の本番では、鮮やかな原色の衣装と色とりどり

の照明、そして激しい動きを見せる扇子踊り、チャン

ゴ踊り、旗踊りなどなど。観客の目を奪うように次か

ら次へと披露した踊りでアッという間に50分が過ぎま

した。�

■対馬アリラン祭での裏話�

　ここで裏話をひとつ。韓国舞踊団の出演はいつも舞

台の最後で、次には花火が待っています。ですので、終

わる時間をきっちり9時に合わせないといけません。

しかし、生演奏の場合はリズムがその場によって少し

ずつ変わってくるため、時間をきっちりと守ることは

かなり難しい事です。そのため、最後の踊りの時、舞

台の裏では大騒ぎです。「もっと早く！もっと早く！」

と合図して時間通りに終わるように急がせます。まさ

に時間との戦いの公演になります。今年はきっちりと

時間通り舞踊が終って、予定通りに花火も上がり、祭

りは成功裡に終わりました。�

■私なりの対馬の夏バテ防止メニュー�

　さて、日本では夏の栄養食として「ウナギ」を食べ

ます。韓国でも夏バテしないように三伏の日に人参入

りの若鶏のスープである「参鶏湯」を食べます。ここ

で私は「対馬の三伏」に食べるいわば、「対馬の夏バテ

予防料理」を決めました。�

　初伏の「国境マラソンIN 対馬」の時は上対馬で有名な

「とんちゃん」、中伏の「対馬アリラン祭」は石焼、末伏の

「対馬ちんぐ音楽祭」は対馬そば。以上、私が食べたい

対馬の料理でした。�

※朝鮮には伏日と呼ばれる日が1年に3度あり、総

称して三伏と言います。この時期が1年の中で最も

暑い時期とされ、その暑さをしのぐため栄養のある

料理を食べる風習があります。�

ボンナル�

サムボク�

チュンボク�

チョボク�
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〔問い合せ先〕 �
南保健センター�
☎0920-52-4888

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�

●作り方�
①そうめんは、たっぷりの熱湯で茹で、冷蔵庫で

　冷やす。

②卵は塩少々を加え薄焼きにし、錦糸卵を作る。

③ハム、チクワ、カニカマボコは、熱湯を通して

　せん切りにする。キュウリもせん切りにする。

④だし汁に分量の調味料を加えて、かけ汁を作り

　冷やしておく。

⑤器にそうめんを盛り、②と③とカイワレをきれ

　いに乗せて、かけ汁をかけていただく。

※だし汁は、いりこ、昆布、かつおぶしなどなん

　でもよい。　

■親子料理教室で冷やしそうめんをつくる�
　午前中に行った親子料理教室では、普段なかなか料

理を一緒にする機会が少ないお母さん方と子ども達が

協力し、和気あいあいとした雰囲気の中でとても楽し

く料理の実習を行いました。出来上がった冷やしそう

めんもさっぱり味で美味しかったと満足の声が聞かれ

ました。�

■感心を集めた「対馬エコかるた」�
　午後からのやくま行事の中では、小学生の作文発表

と厳原町の食生活改善推進員で作った二組の紙芝居と

「対馬エコかるた」を使用してのかるた遊びをしまし

た。いずれも大好評でしたが、特にかるた遊びは大人

の方も童心にかえって楽しく過ごされたようです。�

　また、「対馬エコかるた」の内容が対馬全島を網羅

していることと、絵が良く描けていることに感心が寄

せられました。�

　その他、廃油石けんの配布も喜ばれました。�

親子料理教室とやくま行事

冷
や
し
そ
う
め
ん
を
つ
く
る（
親
子
料
理
教
室
）�

「
対
馬
エ
コ
か
る
た
」を
使
っ
て
の
か
る
た
遊
び�

そうめん………4束 �
卵……………小4個 �
ハム……………8枚 �
キュウリ……小2本 �
チクワ…………4本 �
カニカマボコ…4本 �
カイワレ………適量�

だし汁………300ml�
砂糖………大さじ2�
醤油………大さじ6�
酢…………大さじ6�
ごま油……小さじ2�
塩………………少々�

材料：（4人分）�
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＊1～3の検診について、基本的に社会保険被保険者本人は対象となりません。 ただし、事業所で健診を受ける機会がない場合はご相談ください。  �
＊年齢は平成19年3月31日時点のものです。�

＊ 内容、対象者及び料金�

＊ 日　程�

対馬市保健部健康推進課：0920－58－1116��
対馬市南保健センター：0920－52－4888��
対馬市北保健センター：0920－84－2313��
�

問い合わせ先�

　みなさんこんにちは！対馬市健康キャラクターのヘルシーです。今年11月に行われる
婦人がん・骨密度検診について、内容、対象者、料金、日程、実施場所のお知らせです。
今年も是非、検診を受けましょう！

1�
�
�
�
�
�
2�
�
�
�
�

3

検診の種類 　　　　検診内容                                        対象者                             料金�

  子宮がん�
　  検診�

�

�

�

乳がん検診�

�

�

�

骨密度検診�

・子宮頸部細胞診・医師が必要と�
　認めたものには子宮体部細胞診�

　　マンモグラフィ検査（1方向）�

　　マンモグラフィ検査（2方向）�

　　　　乳房超音波検査�

　　　　・骨塩量測定�

　　　対馬市に住所を有する�
　　　20歳以上の女性の方�

　　　対馬市に住所を有する�
　50歳以上の方で年齢の下一桁が�
　　　　偶数の女性の方。�

　　　対馬市に住所を有する�
  40歳、42歳、44歳、46歳、48歳の�
                  女性の方。�

       対馬市に住所を有する �
         40歳以上女性の方。�

対馬市に住所を有する40歳、45歳、50歳、�
55歳、60歳、65歳、70歳の女性で乳がん、�
子宮がん検診いずれかを受診された方。�

1,000円�

1,200円�

1,800円�

  800円�

1,000円�

支
所        

　
　
　
　
　
　 
　
厳
原                                  

　
　
美
津
島�

���

日程     時間                会場� 日程     時間                会場�

11月26日�

�

11月27日�

�

11月28日�

�

11月29日�

�

11月30日�

�

11月21日�

�

11月22日�

�

11月23日�

�

11月24日�

�

11月25日�

�

12月3日�

�

12月4日�

�

12月1日�

�

12月2日�

�

日�

�

月�

�

火�

�

水�

�

木�

�

火�

�

水�

�

木�

�

金�

�

土�

�

日�

�

月�

�

金�

�

土�

�

�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

午前�

午後�

佐須体育館�

阿連漁民集会室�

豆酘出張所�

久根浜老人憩いの家�

�

�

健康管理センター�

�

�

�

�

美津島文化会館�

�

�

�

支
所
　
　
　 

豊
玉
　
　
　
　
　  

峰
　
　         

上
県
　
　             

上
対
馬�

���

加志々漁民厚生センター�

千尋藻漁村センター�

�
豊玉町保健センター �

中対馬開発センター�

峰保健福祉センター�

上県町地域福祉センター�

上県町ふれあいプラザ�

仁田コミュニティセンター �

泉漁村センター�

上対馬総合センター�

一重地区集会所�



　
大
会
1
日
目
は
、
各
県
の
緑
の

少
年
団
代
表
に
よ
る
記
念
式
典
の

実
施
や
各
自
作
製
し
た
名
刺
の
交

換
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
、
う
み
の
こ
班
4
班
、

や
ま
の
こ
班
4
班
の
計
8
班
に
分

か
れ
て
班
別
体
験
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
う
み
の
こ
班
で
は
、学
習
船『
う

み
の
こ
』
に
乗
船
し
、
琵
琶
湖
を

周
り
な
が
ら
湖
の
透
明
度
調
査
や

森
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
の
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

　
や
ま
の
こ
班
で
は
、
森
林
内
で

の
体
験
学
習
を
目
的
と
し
て
、
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
、
竹
や
炭
を
使
っ
た

工
作
な
ど
行
い
ま
し
た
が
、
途
中

か
ら
降
り
出
し
た
雨
の
た
め
木
登

り
体
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
最
終
日
は
、
前
日
の
体
験
学
習

の
発
表
会
を
班
別
に
行
い
、
最
後

に『
日
本
よ
し
笛
協
会
』の
皆
さ
ん

に
よ
る『
よ
し
笛
コ
ン
サ
ー
ト
』が

行
わ
れ
、
自
然
が
生
み
出
す
柔
ら

か
な
音
色
に
会
場
が
優
し
く
包
ま

れ
る
中
、
3
日
間
の
日
程
を
終
了

し
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
8
0
0
名
を
越
え
る

子
供
達
が
集
ま
っ
た
大
き
な
大
会

で
、
最
初
は
緊
張
し
た
面
も
ち
だ

っ
た
西
山
さ
ん
、
平
間
さ
ん
で
し

た
が
、
時
間
の
経
過
と
共
に
普
段

の
表
情
に
戻
っ
て
行
く
姿
に
交
流

の
深
ま
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
自
然
や
緑
に
触
れ
な
が
ら

水
と
森
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
す

る
機
会
に
も
な
り
、
貴
重
な
体
験

を
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
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■
前
納
制
度�

　
来
年
3
月
ま
で
の
保
険
料
を
早

く
納
付
す
る
こ
と
で
、
保
険
料
が

割
引
と
な
り
ま
す
。�

　
6
ヶ
月
前
納
の
保
険
料
額
は�

８
2,
4
8
0
円
で
、
6
8
0
円
お

得
で
す
。
今
年
4
月
に
お
送
り
し

た
領
収
済
通
知
書
（
納
付
書
）
の

「
下
期
」
で
10
月
31
日
ま
で
に
お

近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
社
会
保

険
事
務
所
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
10
月
31
日
ま
で
に
6
ヶ

月
前
納
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、

割
引
額
は
異
な
り
ま
す
が
、
5
ヵ

月
や
4
ヶ
月
の
前
納
制
度
も
あ
り

ま
す
。
納
付
書
の
発
行
な
ど
、
詳

し
く
は
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お

尋
ね
下
さ
い
。�

■
口
座
振
替�

　
口
座
振
替
は
、
納
め
忘
れ
が
無

く
便
利
で
、
手
数
料
も
か
か
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
、
口
座
振
替
の
前

納
を
利
用
す
れ
ば
、
保
険
料
が
割

引
さ
れ
ま
す
。
6
ヶ
月
前
納
の
保

険
料
額
は
8
2，
2
2
0
円
で
、

9
4
0
円
お
得
で
す
。�

　
手
続
き
は
、
「
国
民
年
金
保
険

料
口
座
振
替
納
付
申
出
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
希
望
す
る

金
融
機
関
ま
た
は
社
会
保
険
事
務

所
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。�

　
な
お
、
口
座
振
替
に
よ
る
6
ヶ

月
前
納
の
手
続
き
は
、
9
月
中
に

社
会
保
険
事
務
所
で
口
座
振
替
の

登
録
完
了
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
早
め
に
手
続
き
を
し
て
下
さ

い
。�

お
得
な
前
納
制
度
・
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
下
さ
い

お
得
な
前
納
制
度
・
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
下
さ
い
。�

お
得
な
前
納
制
度
・
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
下
さ
い
。�

さ
　
　
き�

�

み
ず
き�

　
7
月
28
日
〜
30
日
、『
育
て
よ
う
い
の
ち
を
守
る
水
と
森
』
を
テ
ー
マ
に
滋
賀
県
で
開
催
さ
れ
た�

第
17
回
緑
の
少
年
団
全
国
大
会
に
、厳
原
町『
金
田
緑
の
少
年
団
』の
西
山
沙
希
さ
ん
と
平
間
瑞
さ
ん�

の
2
名
が
長
崎
県
代
表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。�

班別学習の様子�

琵琶湖の箇所別水質調査の様子�

西山沙希さん（左）と平間瑞さん（右）�
さ  き� みずき�

社
会
保
険
事
務
局
の
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

◎
10
月
19
日
（
木
）�

　
　
　
　
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー 

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で�

■
問
い
合
わ
せ
■�

長
崎
北
社
会
保
険
事
務
所 

☎
0
9
5（
8
6
1
）1
2
1
1 

ま
た
は�

対
馬
市
役
所
市
民
生
活
部
市
民
課
な
ら
び
に�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
支
所
住
民
生
活
課
年
金
担
当
ま
で�
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　金田城は「朝鮮式山城」と呼ばれる

山一帯を石塁・土塁で囲み、谷部には

城門・水門を設けた当時朝鮮半島に多

く存在した城で、国内にはない最新の

技術を駆使して築かれました。�

　「日本書紀」に667年『対馬国に金

田城を築く』と記されています。対馬

はこの時から国境に位置する島として

対外防衛の最前線に位置していました。

当時対馬に派遣された「防人」たちは不

安と緊張の中，慣れない地で生活しな

がら国防に務めていたと想像できます。�

辺境守備兵。主に東国の人。家族、

妻と離れ遠国へ向かう人々の悲しい

歌が『万葉集』に収められています。�

�

�
高所より煙を上げて危急を知らせる

通信施設。金田城にも山頂付近にあ

ったと考えられています。�

　地元では「城山」の名で知られてい

る金田城跡は、美津島町黒瀬・箕形に

位置します。対馬最大の景勝地「浅茅

湾」の西、外浅茅の南にあり、頂上付

近からは西方海上を見渡すことができ

ます。�

　標高276mの頂上付近一帯には明治�

34年、旧日本軍によって「城山砲台」�

が築かれ、頂上までの道は「軍道」と�

呼ばれ登山道として利用されています。�

 �

�

　今からおよそ1300年以上も昔、西

暦663年（天智2）、大和朝廷は友好関

係にあった朝鮮半島の「百済」復興の

ため大軍を派遣し、「唐」・「新羅」と

白村江で戦いましたが大敗しました。

その結果、国内の防備を固め来襲に備

える必要が生じました。敗戦の翌年に

対馬・壱岐・筑紫に「防人」と「烽」

を配置し、また、西日本各地に山城を

築き防備を固めました。�

　
市
内
の
空
き
家
を
有
効
活
用
し
て
、
都
市
等

住
民
と
の
交
流
拡
大
、
定
住
促
進
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
「
対
馬
市
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。�

　
空
き
家
を
お
持
ち
で
「
ど
な
た
か
に
貸
し
た

い
（
売
り
た
い
）
」
と
お
考
え
の
方
は
、
ご
連

絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

　
詳
し
く
は
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

      

市
政
策
企
画
課
（
担
当:

中
庭
、梅
野
、扇
）�

　
　
　
　
　
　
☎
0
9
2
0-

5
3-

6
1
1
1
�

　
※
内
容
は
対
馬
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

　
　
し
て
い
ま
す
。�

　
　 h

ttp
://w
w
w
.city.tsu

sh
im
a.n
ag
asaki.jp

/
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利 用 希 望 者 �
空き家を探している（市外に在住）人�

所 有 者・管 理 者 �
空き家を貸したい（売りたい）人�

対馬市空き家バンク�
（対馬市政策企画課）�

当
事
者
間
で
の
交
渉
・
契
約�

所
有
者
等
の�

情
報
の
連
絡�

利
用
希
望
者�

情
報
の
連
絡�

空
き
家
情
報�

の
募
集�

空
き
家
物
件�

の
情
報
発
信�

利
用
希
望
者�

の
登
録
申
請�

空
き
家
の�

登
録
申
請�

対馬市空き家バンク制度イメージ図�

ちょうせんしきやまじろ�

�

まんようしゅう�

じょうやま�

あ そ う �

じょうやまほうだい�

� ぐんどう�

�

く  だ  ら�

とう� しら　ぎ�

はくそんこう�

さきもり� とぶひ�

金
田
城
跡�

○
所
在
　
美
津
島
町
黒
瀬
及
び
箕
形�

○
時
代
　
飛
鳥
時
代�

　
　
　 

（
西
暦
6
6
7
年 

天
智
6
年
）�

○
種
別
　
特
別
史
跡�

○
指
定
年
月
日
　
昭
和
57
年
3
月
23
日�

防人～さきもり～�

烽～とぶひ～�
�

頂上（石塁）と浅茅湾�

■国防の要として築かれた  金田城�
�

    アクセス�
対馬空港から国道382号線南下し県道24号線（パル21前三叉路を今里
方面に）を車で約10分行くと左右に「国定公園城山」の標式と「特別
史跡金田城跡」標注，説明板が目印となります。そこから右手の山道を
行くと約5分で登山口に着きます。往復1時間あれば石塁を見ることが
可能です。�

わん�

南
東
部
石
塁�

対馬市教育委員会　文化財課　☎0920（54）2341�
　　　　       〒817-0322  美津島町　知甲550番地2

シリーズ 文化財の紹介②

と く  べ つ   し  せ き  か ね  だ  じ ょ う あ と �

�

■なぜ金田城は築かれたのでしょうか？�
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廃 棄 物 対 策 課 コ ー ナ ー �

廃
油
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
実
演

廃
油
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
実
演�
廃
油
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
実
演

廃
油
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
実
演�
廃
油
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
実
演�

　
８
月
５
日
、
豊
玉
地
区
公
民
館
で
、

長
崎
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
研
修
会
は
、
長
崎
県
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
主
催
事

業
で
、
対
馬
市
地
区
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
の
皆
さ
ん
や
一
般
の
方
を
対
象

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。�

　
研
修
会
で
は
基
調
講
演
の
ほ
か
、
二

酸
化
炭
素
の
温
室
効
果
を
実
際
に
温
度

計
で
測
定
す
る
実
験
や
家
庭
か
ら
出
る

廃
油
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
の
ほ

か
、
紙
芝
居
と
人
形
劇
を
合
体
さ
せ
た

三
次
元
立
体
環
境
紙
芝
居
の
上
演
も
あ

り
ま
し
た
。�

　
現
在
、
対
馬
市
に
は
、
地
球
温
暖
化

対
策
対
馬
地
域
協
議
会
設
立
の
た
め
の

準
備
会
が
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
10
名

の
方
が
活
動
し
て
い
ま
す
。�

長
崎
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
研
修
会
が
豊
玉
で
開
催�

　研修会でも好評だった廃油キャンドルの作り方をご紹介します。�
家庭の台所から出る使い終わった食用油。廃油をリサイクルしてキャ�
ンドルを作ってみませんか。作り方はとても簡単です。�

①
廃
油
を
２
０
０
㏄
鍋
に
入
れ
、

　
80
℃
く
ら
い
に
温
め
る
。�

　
※
色
を
付
け
た
い
場
合
は
ク
レ

　
ヨ
ン
を
削
っ
て
い
れ
、
か
き
混

　
ぜ
る
。�

②
火
を
止
め
て
凝
固
材
を
15
ℊ
入

　
れ
て
溶
け
る
ま
で
よ
く
か
き
混

　
ぜ
る
。�

③
ろ
う
そ
く
の
芯
を
作
り
立
て
る
。

　
　
ろ
う
そ
く
を
鍋
に
入
れ
湯
せ

　
ん
で
解
か
す
。
ろ
う
そ
く
の
溶

　
け
た
鍋
に
タ
コ
糸
を
入
れ
、
ロ

　
ウ
を
付
け
た
ら
取
り
出
し
、
固

　
ま
る
ま
で
待
つ
。
固
ま
っ
た
ら

　
適
当
な
長
さ
で
切
り
、
三
股
に

　
裂
い
て
接
着
剤
で
カ
ッ
プ
の
底

　
に
固
定
す
る
。�

④
鍋
が
手
で
触
れ
く
ら
い
に
冷
め

　
た
ら
、
廃
油
を
カ
ッ
プ
に
移
す
。

　
固
ま
っ
た
ら
完
成
。�

�

※
お
子
さ
ん
が
作
る
と
き
は
必
ず
、

　
大
人
の
人
と
い
っ
し
ょ
に
！
け

　
が
や
火
傷
、
事
故
に
十
分
注
意

　
し
ま
し
ょ
う
。
火
を
灯
す
と
き

　
は
目
を
離
さ
な
い
で
下
さ
い
。

　
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
は
燃
え
る

　
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

日　時：10月１日（日）　９時30分～15時まで�

場　所：対馬駐屯地・対馬訓練場�
　　　　　　　　　及びNTT西日本厳原ビル前�

当日は駐屯地を開放�
します。�
ご家族、ご近所お誘�
い合わせのうえお越�
し下さい。�

■問い合わせ先■�

陸上自衛隊対馬駐屯地広報班�
☎0920（52）0791（内線213，216）�

対馬市国民保護計画（素案）に対する�
意見募集について�

　現在対馬市では、平成16年９月に施行された国民保
護法に基づき、わが国への武力攻撃や大規模テロが発
生したときに、市民の皆様の生命・身体・財産を保護
するため、「対馬市国民保護計画」の作成を進めてい
ますが、素案について次のとおり意見募集を実施しま
す。�
�
■公開する資料／（1）対馬市国民保護計画（素案）／（2）
　関連資料①国民保護法②国民の保護のためのしくみ
　（パンフレット）�
■資料の閲覧方法／（1）対馬市ホームページ／（2）対馬
　市役所、支所・出張所、地区生涯学習センター（地
　区公民館）�
■意見の募集期間／９月15日（金）から10月13日（金）�
■意見の提出先�
　市役所総務課市民保護班／ ☎0920（53）6111�
　（内線415）／提出方法／郵送・FAX（53‐6112）�
　・電子メール（info@city.tsushima.nagasaki.jp）�
■提出様式／様式は任意ですが、住所、氏名、電話番
　号は必ず記載して下さい。ご意見の内容以外は公表
　しません。�
■その他／ご意見は、十分検討し、これに対する市の
　考え方とともにそれを踏まえた計画の内容を公表し
　ます。ただし、個々の意見に対しまして、直接回答
　することはいたしませんので、あらかじめご了承く
　ださい。�

実施内容�

１．対馬駐屯地訓練場（９時30分～10時50分）�

　　対馬駐屯地創立26周年記念式典／音楽演奏／空挺降下／

　　訓練展示／ジープ及び戦闘車両体験試乗（12時～15時）�

２．NTT西日本厳原ビル前（11時30分～11時50分）�

　　市中パレード、厳原郵便局前～八幡宮神社迄の間、第４ 

　　音楽隊を先頭に陸・海・空自衛隊員の行進、戦闘車両、

　　ヘリコプターの順で実施します。�

３．駐屯地（12時～15時）�

　　祝賀会食／装備品展示／美術展・子供広場／野点�
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　対馬地区ネコ適正飼養推進連絡協議会では、み

なさんがネコとより良い暮らしができるように、

獣医さんが無料で避妊去勢手術や病気の検査・予

防をしています。�

■実施場所：ツシマヤマネコ保護支援センター�

　　　　　　（上県町佐須奈）・対馬の森どうぶつ

　　　　　　病院（美津島町 知）�

■日　　程：申込者の希望日で診療可能�

■申込・問い合わせ先�

　　　本庁市民課、観光交流課（☎53‐6111）�

　　　及び対馬市各支所地域振興課�

　さわやかな秋晴れの下、稲刈りと餅つきを体験

しませんか？�

■期　　日：10月22日（日）　雨天中止�

■集合場所：上県町佐護椋梨（野鳥の森）�

�

�

�

�

�

■スケジュール：９：30（受付）／10：00（開会

　式）／10：30（稲刈り開始）／12：00（昼食）

　／13：00（餅つき体験）／14：00（解散）�

■参加費：1,000円�

　※参加費には佐護のお米２kg（お持ち帰り用）

　　とお餅が含まれます。�

　※昼食は各自（手弁当）でお願いします。�

■申し込み・問い合わせ先�

　対馬市農業委員会�

　☎0920（84）2401又は�

　　　　  （84）2311（内線210 ・211番）�

■申し込み期限：10月13日（金）�

■その他�

　１）定員は先着70人で締め切ります。�

　２）服装は汚れても良い格好でお願いします。�

���

　
10
月
１
日
、
平
成
18
年
度
事
業

所
・
企
業
統
計
調
査
が
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。
９
月
下
旬
か
ら

調
査
員
が
各
事
業
所
へ
調
査
票
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
必
ず

お
受
け
取
り
に
な
っ
て
、
も
れ
な

く
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
調
査
票
を

配
布
・
回
収
す
る
調
査
員
は
、「
調

査
員
証
」
を
携
行
し
て
い
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。�

■
問
い
合
わ
せ
先
■�

市
政
策
部
政
策
企
画
課�

☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課
担
当

ま
で�

����

　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー

プ
ン
を
記
念
し
て
行
わ
れ
る
「
市

民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
の
予
選
会
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご

応
募
下
さ
い
。�

■
予
選
会
日
程
／
10
月
８
日（
日
）

午
後
１
時
か
ら
■
募
集
期
間
／
９

月
19
日（
火
）〜
９
月
29
日（
金
）■

受
付
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
土
・
日
を
除
く
）
■
募
集
人

員
／
先
着
１
０
０
名
■
申
込
方
法

／
募
集
事
務
局
ま
で
電
話
で
お
申

込
下
さ
い
。�

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
■�

市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
事
務
局�

　
　
　
　
　
　
　（
担
当
・
小
磯
）�

☎
０
９
２
０（
５
２
）０
３
６
３�

（
厳
原
地
区
公
民
館
内
）�

����

　
結
核
を
昔
の
病
気
だ
と
思
っ
て

い
ま
せ
ん
か
？
結
核
は
依
然
と
し

て
主
要
な
感
染
症
で
す
。
平
成
16

年
に
は
、
国
内
で
約
３
０
’
０
０

０
人
の
結
核
患
者
が
発
生
し
て
お

り
、
約
２
’
３
０
０
人
の
方
が
結

核
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
長
崎

県
で
も
、
約
４
０
０
人
の
患
者
が

発
生
し
、
そ
の
約
７
割
が
60
歳
以

上
の
方
で
す
。�

　
結
核
の
初
期
症
状
は
、
咳
、
タ

ン
、
発
熱
、
倦
怠
感
、
胸
痛
な
ど

で
、
か
ぜ
の
症
状
に
よ
く
似
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が
２
週

間
以
上
続
く
と
き
は
、
結
核
を
疑

っ
て
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
早
期
発
見
が
適
切
な
治

療
に
つ
な
が
り
ま
す
。�

　
特
に
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
結
核

に
か
か
る
と
重
症
に
な
り
や
す
く

生
命
に
も
か
か
わ
り
ま
す
。
Ｂ
Ｃ

Ｇ
接
種
は
、
結
核
の
発
病
を
予
防

・
重
症
化
す
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
生
後
６
月
に
達
す
る

ま
で
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け
ま
し

ょ
う
。�

■
問
い
合
わ
せ
先
■�

対
馬
保
健
所�

☎
０
９
２
０（
５
２
）０
１
６
６�

���

　
県
で
は
、
９
月
16
日
〜
10
月
15

日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
を
「
秋
の
農

作
業
安
全
運
動
月
間
」
と
定
め
、

そ
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。�

　
作
業
は
こ
ま
め
に
休
憩
を
と
り

な
が
ら
行
い
、
機
械
作
業
時
に
は

事
故
に
対
処
で
き
る
よ
う
二
人
以

上
で
行
う
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。�

むくなし�

☆仔ネコが生まれて困る。�

☆病気の検査と予防がしたい。�

☆ご近所に迷惑にならないよ�

　うにしたい。�

☆迷子になっても無事�

　に帰れるように�

　したい。�

・避妊去勢�

・ワクチン接種�

・ウィルス検査�

・マイクロチップ�

・寄生虫検査�

事
業
所

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

企
業
統
計
調
査�

　 

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す�

事
業
所

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

企
業
統
計
調
査�

　 

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す�

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査�

　 

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す�

市
政
策
部
政
策
企
画
課�

市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会�

　
　
予
選
会
参
加
者
募
集

　
　
予
選
会
参
加
者
募
集�

市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会�

　
　
予
選
会
参
加
者
募
集

　
　
予
選
会
参
加
者
募
集�

市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会�

　
　
予
選
会
参
加
者
募
集�

市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
事
務
局�

９
月
９
月
24
日
〜
日
〜
30
日
は
日
は�

　  

「
結
核
予
防
週
間
」

「
結
核
予
防
週
間
」で
す
で
す�

９
月
９
月
24
日
〜
日
〜
30
日
は
日
は�

　  

「
結
核
予
防
週
間
」

「
結
核
予
防
週
間
」で
す
で
す�

９
月
24
日
〜
30
日
は�

　  

「
結
核
予
防
週
間
」で
す�

対
馬
保
健
所�

農
作
業
安
全
運
動
月
間

農
作
業
安
全
運
動
月
間�

農
作
業
安
全
運
動
月
間

農
作
業
安
全
運
動
月
間�

農
作
業
安
全
運
動
月
間�

９
月
16
日
〜
10
月
15
日
ま
で�
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豊
玉
郵
便
局
に
お
け
る
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
謄
抄
本
サ
ー
ビ
ス
は
、
本

年
９
月
29
日（
金
）を
も
っ
て
終
了

し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、事
務
の
取

扱
い
が
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。�

１
、
謄
抄
本
（
登
記
事
項
証
明
書

等
）
は
、
郵
便
に
よ
り
交
付
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

（
Ａ
）こ
の
場
合
、
返
送
用
の
封
筒

及
び
送
付
の
料
金
が
必
要
に
な
り

ま
す
。（
料
金
は
送
付
す
る
証
明
書

の
重
量
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）�

（
Ｂ
）登
記
手
数
料
は
、
従
前
ど
お

り
登
記
印
紙
で
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
登
記
印
紙
は
郵
便
局
で
販

売
し
て
い
ま
す
。�

（
Ｃ
）１
通
当
た
り
１
’
０
０
０
円

で
す
。
た
だ
し
、
１
通
当
た
り
10

枚
を
超
え
る
と
５
枚
ご
と
に
手
数

料
が
２
０
０
円
加
算
さ
れ
ま
す
。�

２
、
長
崎
地
方
法
務
局
対
馬
支
局

で
の
交
付
は
従
来
ど
お
り
で
す
。�

■
問
い
合
わ
せ
先
■�

　
長
崎
地
方
法
務
局
対
馬
支
局�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）６
４
６
３�

����

　
労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と

雇
用
保
険
を
総
称
し
た
言
葉
で
す
。�

　
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ
て
い

る
事
業
主
は
労
働
保
険
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
速
や
か

に
加
入
手
続
を
行
い
ま
し
ょ
う
。�

■
問
い
合
わ
せ
先
■
対
馬
労
働
基

準
監
督
署
　
☎
０
９
２
０（
５
２
）

０
２
３
４
／
対
馬
公
共
職
業
安
定

所
　
☎
０
９
２
０（
５
２
）８
６
０
９�

���

　
こ
れ
ら
の
作
業
に
従
事
す
る
人

は
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
59
条
の

規
定
の
講
習
を
修
了
し
た
人
で
な

け
れ
ば
行
え
ま
せ
ん
。�

■
講
習
日
時
／
10
月
24
日
／
10
時

〜
16
時
■
講
習
場
所
／
美
津
島
文

化
会
館
　
美
津
島
町

知
甲
１
２

８
７
‐
１
■
受
講
費
用
／
会
員
８

’
５
０
０
円（
税
込
）、
非
会
員
１

１
’
０
０
０
円（
税
込
）■
テ
キ
ス

ト
代
／
６
３
０
円（
税
込
）�

■
申
込
期
間
／
９
月
26
日（
火
）〜

９
月
27
日（
水
）※
受
講
申
込
者
が

少
な
い
場
合
は
、
受
付
期
間
が
過

ぎ
て
も
受
付
を
致
し
ま
す
。
ま
た
、

受
講
希
望
者
が
少
な
い
場
合
は
、

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
下
さ
い
。�

■
問
い
合
わ
せ
先
■（
社
）長
崎
県

労
働
基
準
協
会
対
馬
支
部
　
〒
８

１
７
‐
０
０
１
２
　
対
馬
市
厳
原

町
日
吉
３
０
１
　
☎
・
℻
０
９
２

０（
５
２
）１
４
１
７�

����

　
河
川
と
海
岸
、
ふ
だ
ん
利
用
し

て
い
る
道
路
、
港
湾
、
漁
港
等
で

の
愛
護
活
動
を
県
は
支
援
し
て
い

ま
す
。
清
掃
や
美
化
活
動
に
取
り

組
む
市
民
団
体
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ア
ダ
プ
ト
の
申
請
、
愛
護
団

体
の
登
録
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
！�

応
募
要
件�

■
ア
ダ
プ
ト
団
体
／
①
各
団
体
共

通
…
道
路
、
河
川
、
公
園
等
に
つ

い
て
、
自
発
的
な
清
掃
・
美
化
活

動
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
自
治
会
等
の
各
団

体
で
以
下
の
条
件
を
備
え
る
団
体

（
・
概
ね
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ

る
団
体
・
年
間
４
回
以
上
の
活
動

が
で
き
る
団
体
・
２
年
以
上
期
間

ア
ダ
プ
ト
と
し
て
活
動
で
き
る
団

体
）
／
そ
の
他
②
道
路
ア
ダ
プ
ト

③
河
川
ア
ダ
プ
ト
④
海
岸
ア
ダ
プ

ト
⑤
港
湾
・
漁
港
ア
ダ
プ
ト
が
あ

り
ま
す
。�

■
愛
護
団
体
（
河
川
・
海
岸
・
道

路
・
港
湾
・
漁
港
等
）
／
県
管
理

の
河
川
・
海
岸
・
道
路
・
港
湾
・

漁
港
等
で
清
掃
又
は
美
化
活
動
に

取
り
組
む
意
志
の
あ
る
概
ね
５
人

以
上
で
構
成
さ
れ
る
団
体
が
登
録

で
き
ま
す
。�

■
県
の
支
援
内
容
／
１
、
県
で
障

害
保
険
に
加
入
し
、
保
険
料
も
県

で
負
担
。
／
２
、
ゴ
ミ
袋
、
軍
手
、

花
苗
の
支
給
。
草
刈
機
の
燃
料
、

飲
料
水
の
援
助
。
／
３
、
清
掃
・

美
化
活
動
に
か
か
る
区
間
に
団
体

名
を
記
し
た
看
板
を
設
置
。�

■
応
募
期
間
／
各
ア
ダ
プ
ト
団
体
、

愛
護
団
体
と
も
い
つ
で
も
受
け
付

け
ま
す
。�

■
問
い
合
わ
せ
先
■
県
対
馬
地
方

局
建
設
部
管
理
課
　
☎
０
９
２
０

（
５
２
）０
３
９
８
／
対
馬
市
建
設

部
管
理
課
　
☎
０
９
２
０（
５
３
）

６
１
１
１�

���

　
県
の
環
境
保
全
に
関
す
る
基
本

的
事
項
及
び
重
要
事
項
等
に
つ
い

て
調
査
審
議
し
て
い
る
長
崎
県
環

境
審
議
会
。�

　
環
境
保
全
活
動
に
意
欲
的
に
取

り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
長
崎
県
の

環
境
行
政
に
関
心
の
あ
る
方
の
積

極
的
な
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。�

■
募
集
人
員
／
若
干
名
■
募
集
期

限
／
９
月
29
日（
金
）必
着
■
応
募

方
法
／
次
の
書
類
を
郵
送
で
提
出

／
１
、
応
募
用
紙
（
対
馬
市
廃
棄

物
対
策
課
、
各
支
所
住
民
生
活
課

に
あ
り
ま
す
）
２
、
「
長
崎
県
の

環
境
保
全
行
政
の
方
向
性
に
つ
い

て
」
小
論
文
（
８
０
０
字
以
内
、

様
式
自
由
）
■
委
員
任
期
／
Ｈ
18

年
11
月
１
日
〜
Ｈ
20
年
10
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
書
類
の
提

出
先
■
〒
８
５
０
‐
８
５
７
０
長

崎
市
江
戸
町
２
‐
13
　
長
崎
県
環

境
部
環
境
政
策
課
企
画
調
整
班�

☎
０
９
５（
８
９
５
）２
３
５
２�

℻
０
９
５（
８
９
５
）２
５
６
６�

���

　
平
成
20
年
４
月
に
「
長
崎
県
立

大
学
」と「
県
立
長
崎
シ
ー
ボ
ル
ト

大
学
」
を
統
合
し
、
開
学
す
る
新

し
い
大
学
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。�

■
応
募
方
法
／
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ 

、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
新
大

学
の
名
称（
ふ
り
が
な
）と
そ
の
理

由
、
住
所
、
氏
名
、
職
業
（
学
生

は
学
校
名
）、電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
応
募
下
さ
い
。�

■
応
募
期
間
／
９
月
15
日（
金
）〜

10
月
20
日（
金
）■
応
募
先
／
長
崎

県
公
立
大
学
法
人
事
務
局
企
画
広

報
課
（
〒
８
５
８
‐
８
５
８
０
佐

世
保
市
川
下
町
１
２
３
　
℻
０
９

５
６
‐
４
７
‐
８
０
４
７  E-mail 

kikaku
@
n
ag
asakip

u
.ac.jp

）�

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
謄
抄
本

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
謄
抄
本�

　
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
す

　
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
す�
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
謄
抄
本

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
謄
抄
本�

　
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
す

　
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
す�
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
謄
抄
本�

　
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
す�

長
崎
地
方
法
務
局
対
馬
支
局�

労
働
保
険
の
加
入
は

労
働
保
険
の
加
入
は�

　
　
　
お
済
み
で
す
か
？

　
　
　
お
済
み
で
す
か
？�

労
働
保
険
の
加
入
は

労
働
保
険
の
加
入
は�

　
　
　
お
済
み
で
す
か
？

　
　
　
お
済
み
で
す
か
？�

労
働
保
険
の
加
入
は�

　
　
　
お
済
み
で
す
か
？�

対
馬
労
働
基
準
監
督
署�

県
民
参
加
の
地
域
づ
く
り
事
業
に

県
民
参
加
の
地
域
づ
く
り
事
業
に�

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

県
民
参
加
の
地
域
づ
く
り
事
業
に

県
民
参
加
の
地
域
づ
く
り
事
業
に�

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

県
民
参
加
の
地
域
づ
く
り
事
業
に�

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？�

県
対
馬
地
方
局
管
理
課�

「
長
崎
県
環
境
審
議
会
」

「
長
崎
県
環
境
審
議
会
」委
員
募
集

委
員
募
集�

「
長
崎
県
環
境
審
議
会
」

「
長
崎
県
環
境
審
議
会
」委
員
募
集

委
員
募
集�

「
長
崎
県
環
境
審
議
会
」委
員
募
集�

長
崎
県
環
境
部 

環
境
政
策
課�

新
大
学
の
名
称
募
集

新
大
学
の
名
称
募
集�

新
大
学
の
名
称
募
集

新
大
学
の
名
称
募
集�

新
大
学
の
名
称
募
集�

長
崎
県
公
立
大
学
法
人
事
務
局�

粉
じ
ん
作
業
特
別
教
育
開
催

粉
じ
ん
作
業
特
別
教
育
開
催�
粉
じ
ん
作
業
特
別
教
育
開
催

粉
じ
ん
作
業
特
別
教
育
開
催�
粉
じ
ん
作
業
特
別
教
育
開
催�

（
社
）長
崎
県
労
働
基
準
協
会
対
馬
支
部�
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���

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
に
つ
い

て
売
買
な
ど
の
取
引
を
し
た
場
合

に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
、

契
約
締
結
の
日
か
ら
２
週
間
以
内

に
買
主
が
土
地
の
利
用
目
的
と
取

引
価
格
な
ど
を
土
地
所
在
市
町
村

長
に
届
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り

の
届
出
を
す
る
と
罰
則
を
科
せ
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

■
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引
面
積�

①
市
街
化
区
域
２
’０
０
０
㎡
以
上�

②
①
以
外
の
都
市
計
画
区
域�

　
　
　
　
　

５
’０
０
０
㎡
以
上�

③
都
市
計
画
区
域
外�

　
　
　
　

１
０
’０
０
０
㎡
以
上�

■
届
出
に
つ
い
て�

○
届
出
者
／
買
主�

○
届
出
の
時
期
／
契
約
締
結
日
か

　
ら
２
週
間
以
内�

○
届
出
先
／
土
地
の
所
在
す
る
市

　
町
村�

■
問
い
合
わ
せ
先
■�

市
政
策
部
政
策
企
画
課�

　
☎
０
９
２
０（
５
３
）６
１
１
１�

各
支
所
地
域
振
興
課�

　
美
津
島
　
☎
５
４
‐
２
２
７
１�

　
豊
　
玉
　
☎
５
８
‐
１
１
１
１�

　
　
峰
　
　
☎
８
３
‐
０
３
０
１�

　
上
　
県
　
☎
８
４
‐
２
３
１
１�

　
上
対
馬
　
☎
８
６
‐
３
１
１
１�

又
は
長
崎
県
土
地
対
策
室�

　
☎
０
９
５（
８
９
５
）２
０
４
１�

���

■
場
所
…
対
馬
市
美
津
島
町�

　
　
　
　
文
化
会
館�

■
日
時
：
９
月
30
日（
土
）�

　
　
　
　
14
時
30
分
〜
16
時
30
分�

■
講
演
１�

「
手
足
の
し
び
れ
で
困
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？
」
角
田
圭
司
（
長
崎
大

学
脳
神
経
外
科
）／「
脳
卒
中
が
お

こ
っ
た
ら
…
」
北
川
直
毅
（
長
崎

大
学
脳
神
経
外
科
）●
司
会
／
永
田

泉（
長
崎
大
学
脳
神
経
外
科
教
授
）�

■
講
演
２�

「
切
ら
ず
に
治
す
？
脳
血
管
内
治

療
と
は
」
高
畠
英
昭
（
長
崎
医
療

セ
ン
タ
ー
脳
神
経
外
科
）／「
脳
卒

中
の
外
科
治
療
」
堤
圭
介
（
長
崎

大
学
脳
神
経
外
科
）●
司
会
／
米
倉

正
大（
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
）�

■
問
い
合
わ
せ
先
■
長
崎
大
学
脳

神
経
外
科
　
〒
８
５
２
‐
８
５
０
１�

長
崎
市
坂
本
１
‐
７
‐
１�

　
☎
０
９
５（
８
４
９
）７
３
７
５�

　
℻
０
９
５（
８
４
９
）７
３
７
８�

���

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
趣
味
・
教
養

か
ら
語
学
・
資
格
ま
で
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
の
講
座
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
通
信
講
座
で
す
の
で
マ
イ

ペ
ー
ス
で
学
べ
る
の
が
魅
力
で
す
。

ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご
請

求
く
だ
さ
い
。�

■
講
座
／
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、

書
道
、
ペ
ン
字
、
水
彩
画
、
絵
手

紙
、
写
真
、
エ
ッ
セ
イ
、
古
文
書
、

漢
方
・
薬
膳
、
経
絡
・
ツ
ボ
健
康

法
、
ハ
ン
グ
ル
、
中
国
語
、
セ
ル

フ
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、医
療
事
務
、

簿
記
な
ど（
約
２
０
０
コ
ー
ス
）�

■
受
講
期
間
／
３
か
月
〜
１
年�

　
（
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）�

■
受
講
申
込
／
年
中
受
付�

■
問
い
合
わ
せ
・
案
内
書
請
求
先

■
（
案
内
書
無
料
送
呈
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ

学
園
　
☎
０
４
２
‐
５
７
２
‐
３

１
５
１（
代
表
）　
〒
１
８
６
‐
８

０
０
１
　
東
京
都
国
立
市
富
士
見

台
２
‐
３
６�

����

　
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が

９
月
25
日（
月
）か
ら
発
売
さ
れ
ま

す
。
県
内
で
販
売
さ
れ
た
宝
く
じ

の
収
益
金
は
、
道
路
や
学
校
、
公

園
の
整
備
な
ど
県
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
回
の
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
は
、
市
町
振
興
を
目
的
に
発

売
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
収
益
金

は
市
町
振
興
の
た
め
の
事
業
に
直

接
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
ぜ
び
、
県

内
で
購
入
し
ま
し
ょ
う
。�

■
発
売
期
間
／
９
月
25
日（
月
）〜�

10
月
13
日（
金
）■
価
格
／
１
枚
３

０
０
円
■
当
選
本
数
／
１
等
（
１ 

億
５
千
万
円
）
26
本
、
１
等
の
前

後
賞
（
２
千
５
百
万
円
）
52
本
、

２
等
（
１
千
万
円
）
26
本
、
３
等

（
百
万
円
）２
６
０
本
■
抽
選
日
／

10
月
18
日（
水
）�

■
問
い
合
わ
せ
先
■
県
の
財
政
課�

☎
０
９
５（
８
９
５
）２
１
７
１�

���

　
職
業
に
必
要
な
技
能
・
技
術
の

習
得
を
目
的
と
し
た
県
立
高
等
技

術
専
門
校
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま

す
。�

■
募
集
科
目
【
長
崎
校
】
電
気
・

配
管
シ
ス
テ
ム
科
、
自
動
車
整
備

科
、
建
築
設
計
施
エ
科
、
機
械
制

御
シ
ス
テ
ム
科
、
溶
接
技
術
科
、

商
業
デ
ザ
イ
ン
科
、
観
光
・
オ
フ

ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
【
佐
世
保
校
】

電
気
シ
ス
テ
ム
科
、
自
動
車
整
備

科
、
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
建
築
技

術
科
、
機
械
技
術
科
、
溶
接
技
術

科
、
塗
装
技
術
科�

■
応
募
資
格
／
高
校
を
卒
業
さ
れ

た
方
（
来
年
３
月
高
校
卒
業
見
込

み
者
を
含
む
）
及
び
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

（
た
だ
し
、
自
動
車
整
備
科
に
つ

い
て
は
、
大
学
受
験
資
格
の
あ
る

方
に
限
り
ま
す
）
。�

■
応
募
方
法
／
応
募
書
類
を
受
験

す
る
高
等
技
術
専
門
校
へ
提
出�

■
願
書
受
付
期
間
／
９
月
25
日

（
月
）〜
10
月
13
日（
金
）�

■
試
験
曰
／
10
月
26
日（
木
）�

■
合
格
発
表
日
／
11
月
10
日（
金
）�

■
問
い
合
わ
せ
先
■�

長
崎
高
等
技
術
専
門
校�

　
☎
０
９
５（
８
８
７
）５
６
７
１�

佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校�

　
☎
０
９
５
６（
６
２
）４
１
５
１�

���

　
安
全
で
す
か「
あ
な
た
の
作
業
」�

　
安
心
で
す
か「
あ
な
た
の
健
康
」�

　
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
九
州
運
輸

局
及
び
福
岡
地
区
船
員
労
働
安
全

衛
生
協
議
会
で
は
、
本
月
間
中
、

停
泊
中
の
船
舶
等
を
訪
船
し
、
船

員
の
安
全
・
衛
生
指
導
を
実
施
す

る
等
船
員
災
害
の
発
生
防
止
の
強

化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。�

　
な
お
、
対
馬
い
づ
は
ら
病
院
に

お
い
て
は
、
当
月
間
中
、
船
員
無

料
健
康
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す

の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。�

土
地
取
引
の
届
出
に
つ
い
て

土
地
取
引
の
届
出
に
つ
い
て�

　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ�

土
地
取
引
の
届
出
に
つ
い
て

土
地
取
引
の
届
出
に
つ
い
て�

　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ�

土
地
取
引
の
届
出
に
つ
い
て�

　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ�

（
社
）

（
社
）日
本
脳
神
経
外
科
学
会

日
本
脳
神
経
外
科
学
会�

　
市
民
講
座
の
お
知
ら
せ

　
市
民
講
座
の
お
知
ら
せ（
入
場
無
料
）

（
入
場
無
料
）�

（
社
）

（
社
）日
本
脳
神
経
外
科
学
会

日
本
脳
神
経
外
科
学
会�

　
市
民
講
座
の
お
知
ら
せ

　
市
民
講
座
の
お
知
ら
せ（
入
場
無
料
）

（
入
場
無
料
）�

（
社
）日
本
脳
神
経
外
科
学
会�

　
市
民
講
座
の
お
知
ら
せ（
入
場
無
料
）�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習�

　 

通
信
講
座
受
講
者
募
集
中

通
信
講
座
受
講
者
募
集
中�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習�

　 

通
信
講
座
受
講
者
募
集
中

通
信
講
座
受
講
者
募
集
中�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習�

　 

通
信
講
座
受
講
者
募
集
中�

９
月
は

９
月
は�

「
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間
」

「
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間
」�

９
月
は

９
月
は�

「
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間
」

「
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間
」�

９
月
は�

「
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間
」�

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ�

購
入
は
県
内
で
！

購
入
は
県
内
で
！�

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ�

購
入
は
県
内
で
！

購
入
は
県
内
で
！�

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ�

購
入
は
県
内
で
！�長

崎
県
財
政
課�

19
年
度
訓
練
生
募
集

年
度
訓
練
生
募
集（
第
１
回
）

（
第
１
回
）�

1919
年
度
訓
練
生
募
集

年
度
訓
練
生
募
集（
第
１
回
）

（
第
１
回
）�

19
年
度
訓
練
生
募
集（
第
１
回
）�

県
立
高
等
技
術
専
門
校�

10
月
は「
土
地
月
間
」で
す�
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対馬市交流センター�

10月７日�
オープン�

対馬市交流センター�

10月７日�
オープン�

対馬市交流センター�

10月７日�
オープン�

平成18年10月１日から�

◇ 教育委員会南地区教育事務所�
◇ 厳原地区生涯学習センター�
◇ 厳原地区公民館�
◇ 対馬市立つしま図書館（新設）�

「対馬市交流センター」�

に移ります。�

《〒817‐0021 対馬市厳原町今屋敷661番地3》�

（ただし、10月１日から６日までは入館できません。ご用の方は電話（52‐0363）でお問い合せ下さい。）�

◎各施設（室）のご利用には、条例・規則等で定められた条件がありますので事前に確認をお願いします。�
◎利用料金は各施設（室）毎に定められています、利用申し込みの際に確認をお願いします。�
◎図書は１人５冊まで２週間借りることができます。�
◎図書貸出カードは新しく作成しますので、ご来館の際に交付を受けてください。�

完成間近の対馬市交流センター（９月１日撮影）�

施設（室）名� 室　数　等� 利用時間帯� 休　館　日� 申 込 先 等�

午前９時から�
午後10時まで�

年末年始�
12月29日～１月３日�

午前９時から�
午後10時まで�

年末年始�
12月29日～１月３日�

火・水・木・土・日　�
午前10時から�
午後６時まで�

�
金曜日　　　　　�
午前11時から�
午後７時まで�

毎週　月曜日�
毎月　第３木曜日�
　　　（館内整理日）�
祝・休日�
（土・日の場合は開館します）�
年末年始�
12月28日～１月４日�
資料特別整理日�

10月17日から�
利用できます�

�
厳原地区生涯学習�
センター（３階）　�
☎52‐0363

10月17日から�
利用できます�

�
厳原地区生涯学習�
センター（３階）　�
☎52‐0363

10月７日から�
利用できます�

�
つしま図書館（４階）�
☎52‐0363

交
流
セ
ン
タ
ー�

市
立 

つ
し
ま
図
書
館�

厳
原
地
区
公
民
館
・
下
対
馬
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー�

ホ ー ル �

�

�

リ ハ ー サ ル 室 �

楽 屋 ・ 控 室 �

大 会 議 室 �

中 会 議 室 �

小 会 議 室 �

和 室 �

茶 室 �

生 活 実 習 室 �

調 理 実 習 室 �

展 示 ホ ー ル �

�

�

視 聴 覚 室 �

研 修 室 �

ギ ャ ラ リ ー �

固 定 7 5 0 席 �

間 口 1 5 . 0 m �

奥 行 1 2 . 5 m �

　 ２ 　 室 　 �

　 各 １ 室 　 �

固 定 2 0 0 席 �

３室に仕切可�

　 ３ 　 室 　 �

大・小　各１室�

　 １ 　 室 　 �

　 １ 　 室 　 �

大・小に仕切可�

　 １ 　 室 　 �

　�

�

　 １ 　 室 　 �

　 １ 　 室 　 �

　 １ 　 室 　 �

舞 台 �

１ コ ー ナ ー �

一 般 図 書 コ ー ナ ー �

児 童 図 書 コ ー ナ ー �

お 話 し コ ー ナ ー �

郷 土 資 料 コ ー ナ ー �

読 書 コ ー ナ ー �

学 習 コ ー ナ ー �

閉 架 書 庫 �

地 域 ふ れ あ い �
ス ペ ー ス �
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（
住
所
）　（
氏
　
　
名
）（
年
齢
）

西
　
泊
　
末
岡
　
一
男
　
77
歳

佐
須
奈
　
寺
田
　
金
喜
　
83
歳

佐
須
奈
　
塩
津
　
久
人
　
55
歳

佐
須
奈
　
正
木
　
秀
夫
　
89
歳

瀬
　
田
　
小
宮
　
又
市
　
80
歳

瀬
　
田
　
糸
瀬
　
　
毅
　
75
歳

女
　
連
　
糸
瀬
　
邦
雄
　
83
歳

佐
　
賀
　

田
ミ
ツ
ヱ
　
86
歳

佐
　
賀
　
山
岡
　
　
勇
　
87
歳

津
　
柳
　
樋
口
ミ
サ
子
　
74
歳

仁
　
位
　
阿
比
留
ト
シ
エ
　
85
歳

上
の
町
第
１

　
福
井
幸
太
郎
　
60
歳

瀬
原
第
１
　
龍
井
　
定
利
　
67
歳

洲
　
藻
　
俵
　
　
文
蔵
　
21
歳

久
根
浜
　
小
麦
　
　
鶴
　
89
歳

今
屋
敷
　
平
尾
雅
太
郎
　
84
歳

阿
　
連
　
大
石
　
　
進
　
65
歳

久
　
田
　
田
中
ス
ズ
代
　
55
歳

久
田
道
　
岡
田
　
清
實
　
69
歳

西
　
里
　
村
木
　
　
巌
　
78
歳

久
根
浜
　
熊
本
　
マ
ツ
　
88
歳

豆
　
酘
　
本
石
　
　
勝
　
90
歳

中
　
村
　
櫻
井
　
君
枝
　
79
歳

内
　
山
　
内
山
　
　
昶
　
76
歳

阿
　
須
　
宮
崎
　
フ
ク
　
88
歳

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の

際
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た

方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�
お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
７
月
21
日
〜
８
月
20
日
受
付
分
）�

交通事故情報� 平成18年８月31日現在�

区　　分� 対馬南署管内�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

対馬北署管内�対馬市全体�

安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう!!

47�
-11�
0�
0�
60�
-12

5�
-3�
0�
-1�
7�
-1

52�
-14�
0�
-1�
67�
-13

会　　　場� 担当弁護士�申　込　先�日　程�

【社協　厳原支所】☎ 52‐1169２日（月）�

大坪知弘弁護士�
（九弁連）�

【社協　厳 原 支 所】☎ 52‐116930日（月）�

対馬市商工会�
厳原支所2F和室�

対馬市総合福祉保健センター�
 （美津島町 知）�

濱口純吾弁護士�
（九弁連）�

【社協　上対馬支所】☎ 86‐384111日（水）�

対馬市交流センター�

上対馬町地域福祉センター�

16日（月）�

■10月の無料法律相談�

日　程� 会　　　場� 担 当 相 談 員�

10月10日（火）� 上県町地域福祉センター� 佐伯　　繁、阿比留利男�

17日（火）� 対馬市交流センター� 佐伯　利之、勝見　末利�

24日（火）� 上県町地域福祉センター� 阿比留義教、佐伯　正發�

31日（火）� 対馬市交流センター� 永尾　五助、山崎　一宏�

※相談の時間は午後１時～午後４時�
※相談を希望される方は、必ず事前（前日の午後4時まで）に予約をお願いします。�

■10月の心配ごと相談�

■問い合せ先…対馬市社会福祉協議会 地域福祉班 ☎0920－58－1432

※相談の時間は午前10時～午後３時30分�
※受付は当日会場で受け付けます。先着順で相談を受けます。�
※当日相談員が変更となる場合があります。ご了承下さい。�

　先月号16ページの「対馬市民
美術展作品募集」の申込先の中で、
記載に誤りがありました。�
　訂正してお詫び申し上げます。�
�
　市教委文化財課�
　　【正】☎54‐2271�
　　【誤】☎84‐2271

【社協　美津島支所】☎ 54‐2429

お 詫 び と 訂 正 �

■登記相談を実施します■�

■相 談 日：平成18年10月18日（水）�

■場　　所：対馬市峰支所�

■相談時間：10時～12時、�

　　　　　　13時～15時�

長崎地方法務局対馬支局�
☎0920‐52‐6463診療時間　９：00～14：00（急患のみ）�

● 日曜・休日救急医療在宅当番医●�

10月６日�

 ８日�

９日�

15日�

22日�

29日�

畑 島 医 院 �

佐 須 奈 診 療 所 �

吉 田 内 科 医 院 �

かも整形外科医院�

東 島 医 院 �

す と う 内 科 医 院 �

畑 島 　 陽 �

豊 田 信 寛 �

吉 田 茂 幸 �

賀 茂 和 典 �

東 島 英 孝 �

主 藤 久 次 �

（ 　知）�

（佐須奈）�

（厳　原）�

（厳　原）�

（厳　原）�

（厳　原）�

日　程� 診　　療　　所　　名� 医　師　名�

基地開庁50周年記念行事を�
開催します�

航空自衛隊海栗島分屯基地�
☎0920（86）2202

日時：９月30日（土）　午前10時～午後２時まで�

会場：航空自衛隊海栗島分屯基地内�

内容：基地内一般見学／記念式典／飛行展示／�

　　　訓練展示�

大出夏海弁護士�
（対馬ひまわり基金法律事務所）�

宮田卓弥弁護士�
（九弁連）�

10
月
中
の�

　
交
通
事
故
巡
回
相
談
の
実
施
に
つ
い
て�

　
　
　
　
　
　
長
崎
県
交
通
事
故
相
談
所
相
談
員
に�

　
　
　
　
　
　
よ
る
巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。�

■
と
　
き
…
10
月
６
日（
金
）�

　
　
　
　
　
10
時
か
ら
16
時�

■
場
　
所
…
対
馬
地
方
局�

　
　
　
　
　（
第
１
別
館
第
３
会
議
室
）�

■
相
談
員
…
山
崎
正
剛�
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長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

第２（火）�

�

第1・2・3（水）�

�

毎週（水）午後�

�

第２（金）�

�

第１・３（水）�

�

�

毎週（水）�

�

第１（月）�

�

第３（土）�

�

毎週（木）午後�

10�

�

４・11・18�

�

４・11・18・25�

�

13�

�

４・18�

�

�

４・11・18・25�

�

２�

�

21�

�

５・19・26

8:30̃15:00�

�

8：30̃12：00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃15:00�

�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃15:00�

�

8:30̃11:00�

�

8:30̃16:00

13:00̃17:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

  �

13:00̃17:00まで�

�

13:00̃17:00まで�

�

�

9:00̃12:00まで�

�

14:00̃17:00まで�

�

9:00̃15:30まで�

�

14:00̃17:00まで�

☆予約制となります。�

★内科医の紹介により診療予約となります。�

※生活習慣病外来について�

　対象：糖尿病、耐糖能障害、高血圧症、

　　　　高脂血症に限定�

　予約は、不要です。�

　上記疾患に関する相談でもかまいません。�

　治療よりも、食事や運動など生活習慣の

　指導に重点をおいた外来です。�

　適宜、管理栄養士、理学療法士、薬剤師

　などによる指導も行います。�

◎特別診療のうち、長崎大学、国立病院長

　崎医療センター応援につきましては、空

　路欠航等により診療を中止する事があり

　ますので、事前に確認下さいますようお

　願いします。�

皮膚科…毎週月曜日から金曜日診療�

　　　　ただし、10/11（水）休診�

内科、外科、小児科、整形外科�

　　　…月曜日から金曜日まで毎日診療�

※１☆印は診療科（内科）よりの予約患者様

　　のみの診療を行っております。�

　２空路欠航の場合は他の医師が代診致し

　　ます。�

　３予防接種について、薬の常備がない場

　　合もありますので、電話等でお問い合

　　わせください。�

　４透析診療については、月曜日～土曜日

　　まで午前中に診療しますので、お問い

　　合わせください。�

　５予約制で事業所健診・社会保険生活習

　　慣病予防検診も行っています。�

毎週（火）�

毎週（水）�

�

�

第１（金）�

第３（金）�

�

�

第２（木）�

第４（木）�

第３（月）�

�

毎週（木）�

第４（金）�

�

�

�

毎週（月・火・木）�

予約にて受付けています。�

3・10・17・24・31�

4・11・18・25

27�

�

6・20�

�

�

�

12・26�

�

16�

�

5・12・19・26

8：30～11：00�

�

8：30～11：00�

�

8：30～11：00

予約のみ�

�

予約のみ�

13：00～（紹介状制）�

14：00～（紹介状制）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

�
�
☆�
�
☆�

耳 鼻 咽 喉 科 �
�
脳 神 経 外 科 �
�
泌 尿 器 科 �
�
眼 科 �
�
神 経 内 科 �
�
循 環 器 科 �
�
言語療法・摂食嚥下訓練�

（福 岡 大 学 病 院）�
�

（長崎医療センター）�
�

（長 崎 大 学 病 院）�
�

（対馬いづはら病院）�
�

（対馬いづはら病院）�
�

（長崎医療センター）�
�

（対馬いづはら病院）�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

毎年の「健康テレホンサービス」放送原稿を収載した、�
小冊子『健康一口メモ』を販売中です。�
第９～10集：１冊300円、第12～19集：１冊400円�

お知らせ�

献血�

脳脊髄液減少症�

新しい小児ぜんそくの治療 その①予防的治療�

ツツガムシ病�

リストカット�

分娩時の大出血　その②　前置胎盤�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

【長　崎】（０９５）８２６‐５５１１�
【佐世保】（０９５６）２３‐４３００�
＊祝祭日は前日のテープが流れます。�
＊朝９時から翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが３分間�
　流れます。�
＊曜日毎にテーマが決められ（日替りメニュー）、月毎にかわります。�
＊内容は専門の医師・歯科医師がつくります。�

長崎県保険医協会�
〒850‐0056　長崎市恵美須町2‐3‐2F�
TEL 095‐825‐3829／FAX 095‐825‐3893�
URL http://www.vidro.gr.jp  Eメール nagasaki-hok@doc-net.or.jp

健康テレホンサービス�健康テレホンサービス�
24時間電話で健康をお届けします�

☆�
�
☆�
�
�
�
�
�
�
★�

血 液 内 科 �
�
神 経 内 科 �
�
循 環 器 科 �
�
脳 神 経 外 科 �
�
皮 膚 科 �
�
�
糖 尿 病 外 来 �
�
不 妊 症 外 来 �
�
思 春 期 外 来 �
�
※生活習慣病外来�

（長崎医療センター）�

�

（森　　　正　孝）�

�

（守　崎　勝　悟）�

�

（長崎医療センター）�

�

（中 対 馬 病 院）�

（長崎医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

�

（津　村　圭　介）�

�

（長崎県立精神医療センター）�

�

（川　上　眞寿弘）�

２
０
０
６
年
10
月  

テ
レ
ホ
ン
テ
ー
マ�

2・3・5・10・12・16・17�

19・23・24・26・30・31

第2・第4（火）�
�

第１（火）�

10・24�
�
3

予 防 接 種 �
�
補 聴 器 外 来 �
�
内 視 鏡 �

13：30～�
�
9：00～�
�
8：30～11：00

  9:00̃15:00まで�第４（水）� 25 8:30̃11:00
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　秋篠宮殿下が８月10日からの３日間、対馬市を

訪問されました。総合研究大学院大学葉山高等研

究センターが実施した「対馬―野生生物（ヤマネ

コ、馬、鶏、森）と地域住民―」に関する現地研

究会及び実地研修に参加されたものです。　

　10日、空路で対馬へ入られた殿下は、国民宿舎

上対馬荘で行われた現地研究会にご出席され、11

日には研究会のメンバーらと共に対馬野生生物保

護センターをご視察。翌日には、峰町歴史民俗資

料館やあそうベイパーク、県立対馬歴史民俗資料

館にも立ち寄られました。

　上県町仁田中学校の川渕大貴くん、春田一馬く

んの３年生ペアが、７月30日に長崎市で開かれた

長崎県中学校総合体育大会のソフトテニス男子個

人戦で見事優勝。同大会の同種目において対馬勢

として初めてとなる快挙を成し遂げました。

　２人は、８月10日に大分市で開かれた九州大会

でもベスト８に入るなど活躍。８月18日、愛媛県

松山市で開催された全国大会では惜しくも初戦敗

退となりましたが、素晴らしい活躍に拍手。

　８月６日、（財）美津島担い手公社が、夏休

みの子供たちの思い出作りにしてもらおうと玉

調地区でトウモロコシ狩りを行いました。

　当日は、「これこそ夏」と言わんばかりの炎

天下の中、額の汗を必死にぬぐいながら大きく

実ったトウモロコシを必死にもぎ取る子供たち

とそれを見守る家族の人たちで賑わいを見せま

した。

　今年は長雨のせいもあったのか、成長にむら

がありはしたものの、それでももぎたての実は

甘み十分で、試食コーナーでは「あ、あまい。

トウモロコシってこんなにあまいちゃ」などの

声も聞かれ大盛況でした。

秋篠宮殿下本市をご訪問�
対馬野生生物保護センター等をご視察�

対馬勢として初めて優勝！�
県中体連ソフトテニス男子個人戦　�

�

収穫した実は甘かった�
真夏のトウモロコシ狩り（美津島）�

川渕・春田ペア（仁田中学校）�

九州大会でベスト８、全国大会へ出場　�

見事な活躍を見せた�

春田一馬くん（左）と川渕大貴くん（右）�
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